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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
日
本
で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
等
の
日
本
企
業
へ
の
就
職
、

お
よ
び
日
本
企
業
に
よ
る
こ
れ
ら
留
学
生
等
の
採
用
や
活
用
に
つ
い

て
、そ
の
歴
史
的
な
流
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

最
近
の
こ
と
ば
で
言
え
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
や
活
用
に
か
か

わ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
筆
者
は
先
に
二
つ
の
文
章
を
発
表
し
た
。
日
本

企
業
に
よ
る
日
本
人
留
学
生
お
よ
び
帰
国
子
女
（
帰
国
生
）
の
採
用
に

関
す
る
も
の
で
あ
る（
１
）。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
や
雇
用
、
活
用
を
め

ぐ
る
問
題
と
し
て
一
括
り
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
同
じ
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
と
い
っ
て
も
外
国
人
留
学
生
等
は
、
日
本
人
学
生
や
日

本
人
留
学
生
な
ど
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
本
稿
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
な
か
の
外
国
人
留
学
生
お
よ
び
外
国
の
大
学
を
出
て
日
本
企
業

に
就
職
す
る
外
国
人
（
こ
れ
ら
を
併
せ
て
以
下
で
は
「
外
国
人
留
学
生

等
」
と
呼
ぶ
）
の
、
日
本
企
業
へ
の
就
職
、
お
よ
び
日
本
企
業
に
よ
る

こ
れ
ら
留
学
生
等
の
採
用
や
活
用
を
考
察
の
対
象
に
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
対
象
を
限
定
し
た
う
え
で
、
外
国
人
留
学
生
等
が
い
つ

頃
か
ら
、
何
人
く
ら
い
日
本
企
業
に
就
職
し
、
あ
る
い
は
日
本
企
業
に

採
用
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
後
ど
う

い
う
経
過
を
た
ど
り
、
現
在
い
か
な
る
状
態
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
見

て
い
く
。

　

結
論
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

日
本
の
企
業
は
一
九
八
〇
年
代
の
初
め
、
日
本
人
留
学
生
や
帰
国
子

女
の
採
用
よ
り
少
し
遅
れ
て
外
国
人
留
学
生
の
採
用
を
開
始
し
た
（
実

際
に
は
も
っ
と
早
い
の
だ
ろ
う
が
、
後
述
の
よ
う
な
方
法
で
み
る
限
り

一
九
八
〇
年
代
初
頭
が
最
初
で
あ
る
）。
外
国
の
大
学
を
卒
業
し
た
外

国
人
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
、

国
際
化
に
伴
っ
て
外
国
人
留
学
生
の
採
用
は
増
え
、
バ
ブ
ル
の
絶
頂
期

に
は
広
く
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
外
国
人
留
学
生
の
日
本
企
業
へ
の
就
職
事
情
　
歴
史
と
現
在

長
峰　

登
記
夫　
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し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
彼
ら
の
採
用
は
停
滞
し
、
金
融
機
関
の
破

綻
が
相
次
い
だ
九
〇
年
代
末
、
お
よ
び
そ
れ
以
降
ま
で
横
ば
い
状
態
が

続
い
た
。
二
〇
〇
三
年
あ
た
り
か
ら
日
本
経
済
回
復
の
兆
し
が
見
え
は

じ
め
る
と
、
そ
の
後
は
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
展
開
に
伴
っ
て
、
外

国
人
留
学
生
等
の
採
用
は
増
え
て
い
っ
た
。
と
く
に
二
〇
〇
五
年
以
降

急
増
し
、二
〇
〇
八
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。同
年
ア
メ
リ
カ
で
起
こ
っ

た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
日
本
経
済
へ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
一
時
減
少

に
転
じ
た
が
、
一
一
年
に
は
回
復
し
、
一
二
年
に
は
〇
八
年
の
ピ
ー
ク

時
に
迫
る
勢
い
で
増
加
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

雇
用
形
態
も
当
初
は
嘱
託
な
ど
非
正
社
員
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
は
正
社
員
で
の
採
用
も
増
え
、
ま
た
、
バ
ブ

ル
期
に
な
る
と
新
卒
採
用
で
、
未
だ
数
は
少
な
い
が
、
新
卒
の
定
期
採

用
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
現
在
で
は
、
日
本
人
学
生
と
同
じ
条
件

で
の
正
社
員
採
用
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

　

仕
事
内
容
は
、
採
用
の
初
期
に
は
語
学
教
師
や
翻
訳
、
通
訳
、
海
外

と
の
連
絡
等
、
語
学
を
使
用
す
る
仕
事
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

バ
ブ
ル
期
を
経
て
、
日
本
企
業
が
大
挙
し
て
海
外
進
出
を
果
た
し
、
海

外
と
の
取
引
や
現
地
生
産
が
拡
大
し
て
く
る
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
仕

事
内
容
も
多
様
化
し
て
く
る
。
と
く
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
国
際

化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
、
製
造
業
で
は
外
国
人
技
術
者
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
優
秀
な
技
術
者
が
逼
迫
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
産
業
で

も
外
国
人
技
術
者
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
事
務
系
で
も
、
経

理
や
法
務
な
ど
の
分
野
で
外
国
人
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
流

通
や
小
売
り
で
は
海
外
で
店
舗
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
将
来

現
地
法
人
の
幹
部
候
補
と
し
て
外
国
人
を
採
用
し
、
金
融
や
商
社
な
ど

で
は
日
本
国
内
で
、
日
本
人
と
同
じ
仕
事
、
同
じ
条
件
で
の
採
用
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
今
で
は
日
本
の
国
内
か
否
か
、
あ

る
い
は
仕
事
内
容
を
問
わ
ず
、
日
本
人
と
外
国
人
が
同
じ
土
俵
で
競
争

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

１　

調
査
の
方
法

　

日
本
人
留
学
生
と
帰
国
子
女
の
採
用
や
就
職
に
関
す
る
文
章
で
触
れ

た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
書
い
た
と
き
参
考
に
な
る
調
査
資
料
は

ほ
と
ん
ど
な
い
に
等
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
取
っ
た
方
法
が
、
こ
れ
ら
の

人
々
の
就
職
や
採
用
に
関
す
る
大
ま
か
な
歴
史
的
流
れ
と
実
態
を
新
聞

記
事
で
確
認
す
る
と
い
う
手
法
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
人
々
に

関
す
る
企
業
の
採
用
や
活
用
に
関
す
る
政
策
等
に
つ
い
て
は
、
後
の
聞

き
取
り
調
査
に
委
ね
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
聞
き
取
り
調
査
に
つ

い
て
は
現
在
実
施
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
）。
新
聞
記
事
の
利
用
に
は

制
約
も
多
く
、
限
界
も
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
取
り
得

る
一
つ
の
方
法
と
し
て
こ
れ
を
採
用
し
た
。

　

日
本
人
留
学
生
や
帰
国
子
女
に
比
べ
る
と
、
外
国
人
留
学
生
等
の
日
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本
企
業
へ
の
就
職
や
採
用
問
題
に
つ
い
て
は
調
査
も
な
さ
れ
、
議
論
も

よ
り
活
発
で
、
資
料
も
多
い
。
国
際
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
こ

れ
ら
の
人
々
を
い
か
に
活
用
す
べ
き
か
に
関
す
る
、
人
事
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
に
よ
る
、
企
業
の
人
事
担
当
者
向
け
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
も
多
く

出
版
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人
留
学
生
の
雇
用
に
関
す
る
調
査
研
究
が
多

い
理
由
は
、時
の
首
相
が
留
学
生
一
〇
万
人
受
け
入
れ
計
画（
一
九
八
三

年
）、
三
〇
万
人
受
け
入
れ
計
画
（
二
〇
〇
八
年
）
を
提
唱
し
、
そ
れ

に
沿
っ
て
大
学
が
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
大
学

も
受
け
入
れ
当
事
者
と
し
て
最
低
限
の
就
職
の
世
話
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
う
い
う
立
場
か
ら
大
学
の
研
究
者
も
実
態
把
握

の
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
国
際
化
の
波
と
と
も
に
、
日
本
企
業

が
こ
れ
ら
の
人
材
を
必
要
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
が
や
っ
て
き

た
こ
と
、
等
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

他
方
、
日
本
人
の
海
外
留
学
は
学
生
個
人
の
私
事
と
考
え
ら
れ
、
就

職
の
世
話
を
す
る
主
体
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
関
心
も
薄
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
帰
国
子
女
の
場
合
も
、
基
本
的
に
は
海
外
赴
任
し
た
社

員
の
個
人
的
な
問
題
、
せ
い
ぜ
い
会
社
の
人
事
部
の
関
心
事
と
な
っ
た

に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
が
会
社
や
経
済
団
体
、
あ
る
い
は
政
府
の
関
心
事
と

な
っ
た
の
は
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
拡
大
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

る
。

　

本
稿
で
は
、
先
に
発
表
し
た
二
論
文
と
同
じ
手
法
、
つ
ま
り
新
聞
記

事
を
第
一
次
資
料
と
し
、
そ
の
過
程
で
過
去
の
資
料
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
外
国
人
留
学
生
等
の
就
職
や
採
用
に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
経
過
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
前
の
二
つ
の
文
章
と
比
較
可
能
に
な
る

か
ら
で
も
あ
る
。記
事
検
索
に
あ
た
っ
て
調
査
の
対
象
と
し
た
新
聞
は
、

日
本
経
済
新
聞
（
同
社
の
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
出
て
く
る
日
経
産
業

新
聞
や
日
経
Ｍ
Ｊ
等
の
系
列
紙
を
含
む
）お
よ
び
一
般
全
国
紙
三
紙（
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
系

列
の
週
刊
誌
は
含
ま
な
い
。

　

検
索
に
あ
た
っ
て
使
用
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
外
国
人
採
用
」、「
外

国
人
留
学
生
ｘ
採
用
」、「
外
国
人
留
学
生
ｘ
就
職
」
の
三
つ
と
し
た
。

こ
の
や
り
方
は
日
本
人
留
学
生
、
帰
国
子
女
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

た
だ
、
日
本
人
留
学
生
、
帰
国
子
女
に
比
較
す
る
と
記
事
は
か
な
り
多

い
。
帰
国
子
女
の
場
合
は
母
数
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
、
日
本
人
留
学

生
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
日
本
語
で
「
日
本
人
留
学
生
」
と
い
う
言

い
方
を
あ
ま
り
し
な
い
と
い
う
こ
と
な
ど
も
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
留
学
生
を
日
本
人
と
外
国
人
に
分
け
て
検
索
す
る
際
の

キ
ー
ワ
ー
ド
の
選
択
は
難
し
い
。
日
本
人
留
学
生
か
ら
日
本
人
を
外
す

と
外
国
人
留
学
生
と
の
区
別
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
し
か
も
記
事
は
膨

大
に
な
り
、
本
稿
の
目
的
か
ら
し
て
も
関
連
性
の
薄
い
記
事
が
多
く
な

る
。
こ
れ
は
外
国
人
留
学
生
に
も
当
て
は
ま
る
が
、「
日
本
人
留
学
生
」

に
比
べ
る
と
「
外
国
人
留
学
生
」
の
方
は
日
本
語
と
し
て
よ
り
定
着
し
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て
い
る
分
だ
け
、
本
稿
の
目
的
に
沿
っ
た
記
事
が
検
索
で
き
た
と
考
え

る
。

　

検
索
結
果
は
図
表
１
に
見
る
と
お
り
で
あ
る
。
上
記
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
検
索
し
、
ヒ
ッ
ト
し
た
記
事
の
総
数
は
二
，
〇
〇
〇
件
弱
、
各
紙
の

ヒ
ッ
ト
件
数
は
二
〇
一
三
年
一
〇
月
五
日
時
点
で
、
日
経
九
一
七
件
、

読
売
三
四
六
件
、
朝
日
三
三
八
件
、
毎
日
二
四
五
件
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
と
、
同
一
紙
の
な
か
で
同
一
記
事
が

重
複
し
て
ヒ
ッ
ト
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
チ
ェ
ッ
ク
し
重
複

し
て
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
読
者
の
声
欄
の
記
事
も

カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。
な
お
本
稿
で
い
う
外
国
人
と
は
、
い
わ
ゆ
る

高
度
人
材
と
し
て
の
外
国
人
で
あ
り
、
日
本
の
大
学
（
大
学
院
）
へ
の

留
学
生
を
中
心
に
、
外
国
の
大
学
（
大
学
院
）
の
学
生
や
卒
業
生
の
こ

と
を
指
し
、
工
場
労
働
者
等
は
含
ま
な
い
。
本
稿
で
検
討
し
た
記
事
の

な
か
に
は
、
一
部
に
こ
れ
ら
の
工
場
労
働
者
や
日
本
人
留
学
生
を
対
象

に
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
数
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
多
か

れ
少
な
か
れ
高
度
人
材
と
し
て
の
外
国
人
労
働
者
等
に
も
触
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
事
の
な
か
で
、
本
稿
で
主
に
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は

日
経
新
聞
の
記
事
で
あ
る
。
理
由
は
、
本
稿
の
目
的
に
沿
っ
た
内
容
の

記
事
は
同
紙
に
最
も
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
情
報
源
が
新
聞
記
事
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
内
容
は
企
業
の
担
当
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
が
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図表１ 外国人採用に関する記事件数

（日経新聞、1981/1～2013/10）

日経新聞 朝日新聞 毎日新聞 読売新聞

日経新聞

朝日新聞

読売新聞

毎日新聞

資料出所：主要４社の新聞記事のデータベース。2013年10月5日時点でのもの。

注：これらのデータベースで「外国人採用」「外国人留学生ｘ採用」「外国人留学生ｘ就職」

をキーワードに検索してヒットした記事2,000件弱を集計したものである。

資料出所：主要４社の新聞記事のデータベース。2013年10月5日時点でのもの。

注：これらのデータベースで「外国人採用」「外国人留学生ｘ採用」「外国人留学生ｘ就職」

をキーワードに検索してヒットした記事2,000件弱を集計したものである。各紙のヒット件数は

日経917件、朝日338件、毎日245件、読売346件であった。それぞれのキーワードで検索する

と同一記事が重複してヒットするが、それらはチェックして排除した。また、読者の声欄の記

事もカウントから排除している。ただ、これらの記事には内容がほとんど日本人留学生や単純

肉体労働に従事する外国人外労働者の記事や、外国人留学生の就職に関することが主な内容で

はない記事も含まれていたが、数もそれほど多くなく、これらの記事はカウントされている。
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中
心
で
、
外
国
人
の
採
用
や
活
用
、
そ
れ
に
関
す
る
方
針
や
政
策
に
つ

い
て
も
、
実
績
で
は
な
く
将
来
的
な
計
画
や
見
通
し
、
途
中
経
過
の
場

合
も
多
い
。
そ
の
点
で
内
容
に
も
不
確
実
な
要
素
が
多
く
、
制
約
も
多

い
。
そ
の
こ
と
を
承
知
の
上
で
議
論
を
進
め
る
。
煩
雑
に
な
る
た
め
、

一
部
を
除
い
て
記
事
の
引
用
は
し
な
い
。
上
述
の
キ
ー
ワ
ー
ド
や
本
稿

で
紹
介
し
て
い
る
企
業
の
名
前
、
本
文
に
出
て
く
る
キ
ー
ワ
ー
ド
等
を

掛
け
合
わ
せ
て
検
索
す
れ
ば
記
事
は
追
跡
で
き
る
と
考
え
る
。
企
業
名

は
記
事
掲
載
当
時
の
も
の
を
使
用
す
る
。

　

記
事
の
分
析
は
以
下
で
お
こ
な
う
が
、
そ
の
前
に
、
高
度
人
材
と
し

て
対
象
と
な
る
日
本
の
大
学
で
学
ぶ
留
学
生
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

２　

外
国
人
留
学
生
を
取
り
ま
く
実
情

　

日
本
に
留
学
し
て
い
る
学
生
は
何
人
い
て
、
出
身
国
は
ど
こ
か
、
こ

の
留
学
生
た
ち
の
何
人
が
、
ど
う
い
う
業
界
で
就
職
し
、
ど
う
い
う
職

業
に
就
い
て
い
る
の
か
。
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
疑
問
に
対
し
て
概
略

的
な
説
明
を
試
み
る
。

留
学
生
の
数
の
時
代
的
変
遷

　

明
治
維
新
後
に
教
育
の
近
代
化
を
成
し
遂
げ
た
日
本
は
、
ア
ジ
ア
諸

国
か
ら
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
立
場
に
な
っ
た
。
日
本
へ
の
留
学
経
験

者
の
な
か
に
は
、
中
国
人
で
は
孫
文
、
魯
迅
、
周
恩
来
、
蒋
介
石
、
李

登
輝
な
ど
、
歴
史
に
名
を
残
す
人
物
た
ち
も
多
い
。
し
か
し
第
二
次
世

界
大
戦
後
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
へ
留
学
生

を
送
り
出
す
側
に
な
っ
た
。
最
も
多
く
外
国
に
留
学
生
を
送
り
出
し
て

き
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
な
か
で
も
、
日
本
は
最
大
の
送
り
出
し
国
で
あ
っ

た
。

　

戦
後
い
ち
早
く
経
済
復
興
を
遂
げ
、
一
九
六
四
年
に
は
経
済
先
進
国

ク
ラ
ブ
で
あ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
二
〇
番
目
の
国
と
し
て
加
盟
が
認
め
ら
れ

た
。
一
九
七
五
年
に
は
経
済
力
を
バ
ッ
ク
に
先
進
国
首
脳
会
議
（
現
在

の
主
要
国
首
脳
会
議
で
、当
初
の
Ｇ
６
か
ら
Ｇ
７
を
経
て
現
在
の
Ｇ
８
）

の
一
員
と
な
っ
て
経
済
先
進
国
と
し
て
世
界
か
ら
認
知
さ
れ
た
。
し
か

し
、
経
済
大
国
に
な
っ
て
も
欧
米
の
経
済
先
進
諸
国
に
比
較
し
て
日
本

へ
の
留
学
生
は
少
な
く
、
日
本
は
依
然
と
し
て
留
学
生
の
送
り
出
し
国

で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
実
情
を
踏
ま
え
、
一
九
八
三
年
、
当
時
の
中
曽

根
康
弘
首
相
は
「
留
学
生
一
〇
万
人
計
画
」
を
提
唱
し
、
二
〇
〇
〇
年

ま
で
に
外
国
か
ら
留
学
生
を
一
〇
万
人
受
け
入
れ
る
べ
く
、
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
二
〇
〇
三
年
に
こ
れ
が
達
成
さ
れ
る
と
、
二
〇
〇
八
年

に
は
当
時
の
福
田
康
夫
首
相
が
新
た
に
「
留
学
生
三
〇
万
人
計
画
」
を

発
表
し
た
。

　

二
〇
一
二
年
、
日
本
へ
の
留
学
生
の
数
は
一
三
万
七
，
七
五
六
人

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
大
学
院
、
大
学
（
学
部
）、
短
大
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）、
準
備
教
育
課
程
に
在
籍
す
る
学
生

　　　　88 89　　　　（5）

Hosei University Repository



が
含
ま
れ
、
在
学
一
学
年
以
内
の
短
期
留
学
生
も
含
ま
れ
て
い
る（
２
）。

一
三
万
八
千
人
弱
の
留
学
生
の
内
訳
は
、最
も
多
い
の
が
学
部
学
生（
全

体
の
五
〇
％
）
で
、
次
が
大
学
院
生
（
二
九
％
）
で
あ
っ
た
。
短
大
、

高
専
、
準
備
教
育
課
程
は
い
ず
れ
も
一
％
前
後
と
少
な
く
、
比
較
的
多

い
の
は
専
修
学
校
（
一
八
％
）
で
あ
る
。
大
学
院
生
と
学
部
生
を
母
数

に
し
た
場
合
、
大
学
院
生
の
割
合
は
高
く
（
三
六
％
）、
そ
れ
が
多
く

は
学
部
レ
ベ
ル
で
留
学
す
る
日
本
の
大
学
生
と
の
違
い
で
あ
る
。

　

次
に
、
過
去
の
留
学
生
数
の
推
移
を
み
て
み
よ
う
。
結
果
は
図
表
２

の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
七
八
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の
留
学

生
の
数
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に

中
曽
根
元
首
相
が
一
〇
万
人
計
画
を
提
唱
し
た
一
九
八
三
年
に
は
、
日

本
に
来
る
留
学
生
の
数
は
未
だ
一
万
人
を
や
っ
と
上
回
る
程
度
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
し
か
も
、
政
府
（
日
本
政
府
お
よ
び
外
国
政
府
）
奨
学
生

が
三
割
近
く
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
日
本
が
バ
ブ
ル
経
済
に
突
き

進
む
な
か
で
留
学
生
は
増
加
し
は
じ
め
、
バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
に
は
四
万

人
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
日
本
の
経
済
お
よ
び
産
業
技
術
の
め
ざ

ま
し
い
発
展
に
世
界
が
注
目
し
た
こ
と
が
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
も
留
学
生
は
緩
や
か
に
増
加
し
続
け
た
。

一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
は
横
ば
い
な
い
し
は
微
減
す
る
も
の
の
、

九
〇
年
代
末
か
ら
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
成
長
に
伴
っ
て
ふ
た
た
び

1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995
留学生総 5,349 5,033 6,572 7,170 8,110 10,428 12,410 15,009 18,631 22,154 25,643 31,251 41,347 45,066 48,561 52,405 53,787 53,847

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

1978 1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008 2010 2012

留
学

生
数

図表２日本の大学に在籍する留学生の数の推移

（1992-2011）

出典：日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査結果」各年版。

出典：日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査結果」各年版。

・90%近くが私費留学生であることを確認。

・国・地域別の人数及び割合（中国、台湾、韓国、とりわけ中国の比率が圧倒的に高いこと

を確認）

・留学整数が少なかった1970年代は、日本政府および外国政府による国費留学生の比率が高

かったことを確認（20％～25％）。その後の増加は基本的に私費留学生の増加によるもの

（2000年代に入ってからは80数％～90％前後が私費留学生）。
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増
加
に
転
じ
た
。
と
く
に
二
〇
〇
〇
年
～
〇
五
年
の
増
加
は
著
し
く
、

二
〇
〇
三
年
に
は
一
〇
万
人
計
画
の
目
標
が
達
成
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年

に
は
一
二
万
二
千
人
に
達
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
微
減
す
る
も
の
の
、

二
〇
〇
八
年
に
は
再
度
増
加
に
転
じ
、
二
〇
一
〇
年
に
は
一
四
万
二
千

人
に
達
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
二
〇
〇
八
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
急
展

開
を
う
け
て
、
福
田
内
閣
は
新
た
に
「
留
学
生
三
〇
万
人
計
画
」
を
提

唱
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
若
干
の
増
減
を
繰
り
返
し
つ
つ
も
、
一
九
八
〇
年
代
以

降
を
み
る
と
、日
本
に
来
る
留
学
生
の
数
は
着
実
に
増
加
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
の
増
加
を
支
え
た
の
は
私
費
留
学
生
で
、
現
在
で
は
留
学
生
全

体
の
九
割
を
超
え
て
い
る
。

留
学
生
の
出
身
国

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
留
学
生
た
ち
の
出
身
国
は
ど
こ
か
。
図
表
３

は
そ
れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
圧

倒
的
に
多
い
の
は
中
国
で
、
全
体
の
六
三
％
を
占
め
る
。
次
は
韓
国

（
一
二
％
）、
台
湾
（
三
％
）、
ベ
ト
ナ
ム
（
三
％
）
で
、
そ
れ
に
ネ
パ
ー

ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
が
一
％
台
で
続
く
。
こ
の

図
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
上
位
一
〇
カ
国
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を

除
い
て
す
べ
て
ア
ジ
ア
諸
国
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
で
留
学
生
全
体
の

九
二
％
を
占
め
る
。
二
〇
〇
〇
年
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
一
二
年
の
間

に
中
国
の
比
率
が
上
昇
し
、
逆
に
韓
国
、
台
湾
の
比
率
が
低
下
し
て
い

る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
ま
た
、
若
干
の
国
別
順
位
の
変
動
は
み
ら
れ

る
も
の
の
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
が
中
心
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
留
学
生
に
は
短
期
留
学
生
も
含
ま
れ

る
が
、そ
れ
に
限
定
す
る
と
ア
ジ
ア
の
比
率
は
六
〇
％
強
ま
で
低
下
し
、

か
わ
っ
て
欧
州
（
二
〇
・
一
％
）
と
北
米
（
一
三
・
九
％
）
の
比
率
が
高

く
な
る（
３
）。

国  名 留学生数 構成比（2012年） 構成比（2000年）
中国 86,324 62.7% 　　　　　 ①　55.8%
韓国 16,651 12.1% 　　　　　 ②　18.7%
台湾 4,617 3.4% 　　　　　 ③　  5.4%
ベトナム 4,373 3.2% 　　　　　 ⑧　  1.2%
ネパール 2,451 1.8%
マレーシア 2,319 1.7% 　　　　　 ④　  2.3%
インドネシア 2,276 1.7% 　　　　 ⑥　　1.8%
タイ 2,167 1.6% 　　　　 ⑤　　1.8%
アメリカ合衆国 2,133 1.5% 　　　　 ⑦　　1.4%
ミャンマー 1,151 0.8%
その他 13,294 9.6%
計 137,756 100.0%

資料出所：文部科学省「留学生受入れの概況」平成12年版、およ

び日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査結果」平成24年
版。

注：2000年の構成比の前の丸の囲み数字はその年度の学生数の多

い国の順番を示す。なお、2000年の留学生総数は78,812人であ
る。

図表３ 出身国別留学生の数
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日
本
企
業
へ
の
就
職
者
数

　

外
国
人
留
学
生
た
ち
が
日
本
の
大
学
を
卒
業
し
、
日
本
の
企
業
に
就

職
す
る
に
は
、
学
生
と
し
て
の
在
留
許
可
（
通
称
「
学
生
ビ
ザ
」）
を

変
更
し
、
就
労
目
的
の
在
留
許
可
（
通
称
「
就
労
ビ
ザ
」）
を
取
得
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
に
は
一
定
の
条
件
が
あ

り
、
本
人
が
希
望
し
て
申
請
す
れ
ば
す
べ
て
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
過
去
一
〇
年
あ
た
り
で
み
る
と
、
申
請
者
の
九
〇
％
前
後
が
許
可

さ
れ
、
許
可
率
は
若
干
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
で
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
留

学
生
た
ち
が
就
労
ビ
ザ
を
取
得
し
、日
本
国
内
で
の
就
労
を
認
め
ら
れ
、

就
職
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
見
た
の
が
図
表
４
で

あ
る
。
一
九
八
三
年
に
は
一
〇
〇
人
を
少
し
超
え
る
程
度
で
、
日
本
で

就
職
す
る
外
国
人
留
学
生
は
未
だ
珍
し
い
存
在
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
日
本
が
バ
ブ
ル
経
済
に
向
か
う
な
か
で
日
本
企

業
の
国
際
化
が
叫
ば
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
外
国
人
留
学
生
の
日
本
国
内

で
の
就
職
は
増
え
て
い
っ
た
。
一
九
八
五
年
に
は
二
四
九
人
、
八
八
年

に
は
五
二
二
人
と
増
え
、
バ
ブ
ル
絶
頂
の
一
九
九
一
年
に
は
一
千
人

の
大
台
を
超
え
た
。
三
年
ご
と
に
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
っ
た
計
算
に
な

る
。
さ
ら
に
バ
ブ
ル
崩
壊
に
も
か
か
わ
ら
ず
翌
九
二
年
に
は
ふ
た
た
び

倍
増
し
、
二
，
二
〇
〇
人
弱
に
な
っ
た
。
そ
の
後
は
停
滞
し
つ
つ
も
増

減
を
く
り
返
し
な
が
ら
中
期
的
に
は
増
加
し
、
九
〇
年
代
末
に
は
三
，

〇
〇
〇
人
弱
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
再
び
大
き
く
増
加
し
は
じ
め
た

出典：法務省入国管理局「留学生の日本企業等への就職状況について」各年版、および1983～91年について
は新聞報道による。
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3,209

3,778

5,264
5,878

8,272

10,262
11,040

9,584

7,831
8,586

10,969

認
定

件
数

図表４日本企業への就職目的で

外国人留学生のビザ申請が認められた件数（1983-2012）
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の
は
二
〇
〇
三
～
〇
四
年
あ
た
り
か
ら
の
こ
と
で
、
二
〇
〇
八
年
に
は

一
一
，
〇
四
〇
人
で
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
こ
の
就
職
者
数
は
、
同
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
翌
年
に
は
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
二
〇
一
一
年

に
は
回
復
し
、
二
〇
一
二
年
に
は
二
〇
〇
八
年
の
ピ
ー
ク
時
に
迫
る

一
〇
，
九
六
九
人
と
な
っ
て
い
る（
４
）。

　

こ
れ
は
留
学
生
全
体
の
何
割
く
ら
い
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本

学
生
支
援
機
構
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
で
就
職
す
る
外
国
人
留
学

生
の
割
合
は
年
に
よ
っ
て
変
動
す
る
も
の
の
、
お
よ
そ
全
体
の
二
〇

～
三
〇
％
前
後
で
あ
る
。
最
新
の
二
〇
一
一
年
統
計
で
は
、
全
体
で

二
二
％
で
あ
っ
た
。こ
れ
を
大
学
学
部
生
お
よ
び
大
学
院
生
で
み
る
と
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
直
前
の
好
景
気
時
に
は
四
〇
％
前
後
ま
で
上
昇
し

た
こ
と
も
あ
る
が
、
お
よ
そ
二
〇
～
三
〇
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

た
だ
、
大
学
院
、
と
く
に
専
門
職
大
学
院
の
就
職
率
は
高
い（

５
）。
こ
う
し

て
見
る
と
、
バ
ブ
ル
崩
壊
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
の
留
学
生
の
雇
用

状
況
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
三
〇
年
、
外
国
人
留
学
生
の
雇

用
は
、
日
本
経
済
の
不
況
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
伸
び
続
け
て

き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
背
景
に
は
、日
本
企
業
の
国
際
化
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
、
日
本
で
の
就
職
を
希
望
す
る
留
学
生
の
存
在
が
あ
る
。
日

本
学
生
支
援
機
構
の
別
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
の
大
学
等
を
卒
業
す

る
留
学
生
の
五
〇
～
六
〇
％
が
日
本
で
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る（
６
）。

　

留
学
生
の
多
く
が
中
国
出
身
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で

あ
る
が
、
で
は
、
日
本
企
業
に
就
職
し
た
者
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
図
表
５
は
そ
れ
を
見
た
も
の
で
あ
る（
総
数
一
〇
，九
六
九
人
）。

卒
業
後
日
本
で
就
職
す
る
留
学
生
の
六
四
・
一
％
は
中
国
人
で
、
そ
れ

に
韓
国
（
一
二
・
九
％
）、
台
湾
（
三
・
二
％
）、
ベ
ト
ナ
ム
（
二
・
八
％
）

と
続
く
。
お
お
よ
そ
留
学
生
の
数
に
比
例
し
、
ほ
と
ん
ど
が
ア
ジ
ア
諸

国
の
出
身
で
あ
る
。
た
だ
、
外
国
か
ら
申
請
す
る
場
合
、
つ
ま
り
日
本

で
仕
事
を
す
る
た
め
に
外
国
か
ら
日
本
に
在
留
資
格
申
請
を
す
る
場
合

は
、
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
の
就
労
を
目
的
に
外
国
か
ら
在

64.1
12.9

3.2

2.8

2.0

1.5

1.5
0.8

11.1

図表５  国別在留許可された留学生の割合（2012年）

中国

韓国

中国（台湾）

ベトナム

ネパール

タイ

バングラデシュ

スリランカ

その他

21.7

12.5

11.2

10.6
7.53.9

3.9

3.3

2.8

2.1

20.4

図表６ 国別在留資格交付割合（2012年）

中国

米国

韓国

インド

ベトナム

フィリピン

英国

台湾

パキスタン

オーストラリア

その他

資料出所：法務省入国管理局「平成24年における留

学生の日本企業等への就職状況について」
資料出所：法務省入国管理局「平成24年における日本

企業等への就職を目的とした『技術』又は『人文知

識・国際業務』に係る在留資格認定証明書交付状況に

ついて」
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留
資
格
申
請
す
る
た
め
に
は
、
仕
事
内
容
が
「
技
術
」
ま
た
は
「
人
文

知
識
・
国
際
業
務
」
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図
表
６
は
、
そ
こ
で
交
付
が
認
め
ら
れ
た
者
の
国
別
割
合
を
み
た
も

の
で
あ
る
（
総
数
一
二
，
六
七
七
人
）。
一
位
の
中
国
は
変
わ
ら
な
い

が
、
そ
の
割
合
は
二
一
・
七
％
で
、
次
は
米
国
（
一
二
・
五
％
）、
韓
国

（
一
一
・
二
％
）、
イ
ン
ド
（
一
〇
・
六
％
）
と
続
く
。
そ
れ
以
外
で
は
イ

ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
英
語
圏
諸
国
も
上
位
に
入
り
、
米

英
豪
の
英
語
圏
諸
国
で
二
割
弱
を
占
め
る（
７
）。

就
職
後
の
職
業

　

外
国
人
留
学
生
た
ち
が
日
本
企
業
に
就
職
す
る
と
き
、
ど
の
よ
う

な
業
種
、
職
業
に
就
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
業
種
に
つ
い
て

二
〇
一
二
年
度
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、
製
造
業
が
二
五
％
、
非
製
造

業
が
七
五
％
で
あ
っ
た
。
製
造
業
で
多
い
の
は
機
械
、
電
機
、
食
品
等

で
あ
り
、
非
製
造
業
で
は
商
業
・
貿
易
、
教
育
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連

が
多
い
。
個
別
項
目
で
比
率
が
高
い
の
は
商
業
・
貿
易
の
二
五
％
、
教

育
の
九
％
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
の
八
％
等
で
あ
る
。
商
業
・
貿
易
が

多
い
の
は
人
材
の
性
格
か
ら
し
て
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
関
連
は
、
こ
の
分
野
で
優
秀
な
人
材
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
納
得
で
き
、
ま
た
、
教
育
も
伝
統
的
な
語
学
教

師
等
を
想
定
す
れ
ば
よ
い
。

　

次
に
、
留
学
生
た
ち
が
就
い
て
い
る
職
種
を
見
て
み
る
と
、
最
も
多

い
の
が
翻
訳･

通
訳
（
二
七
％
）、
次
が
販
売･

営
業
（
二
三
％
）
で
、

こ
れ
ら
ふ
た
つ
で
全
体
の
半
数
を
占
め
る
。
そ
れ
以
外
は
情
報
処
理

（
七
％
）、
教
育
（
七
％
）、
海
外
業
務
（
五
％
）、
技
術
開
発
（
五
％
）、

経
営
・
管
理
業
務
（
四
％
）
と
続
く
。
一
般
的
な
予
想
ど
お
り
、
翻
訳
・

通
訳
や
教
育
、
海
外
業
務
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
年
度
に
よ
る
変

化
は
み
ら
れ
る
が
、
上
位
三
職
種
の
順
位
に
変
化
は
な
く
、
ま
た
、
傾

向
性
を
も
っ
た
時
代
的
な
変
化
も
み
ら
れ
な
い（
８
）。
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図表５  国別在留許可された留学生の割合（2012年）
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バングラデシュ

スリランカ

その他

21.7

12.5

11.2

10.6
7.53.9

3.9

3.3

2.8

2.1
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図表６ 国別在留資格交付割合（2012年）

中国

米国

韓国

インド

ベトナム

フィリピン

英国

台湾

パキスタン

オーストラリア

その他

資料出所：法務省入国管理局「平成24年における留

学生の日本企業等への就職状況について」
資料出所：法務省入国管理局「平成24年における日本

企業等への就職を目的とした『技術』又は『人文知

識・国際業務』に係る在留資格認定証明書交付状況に

ついて」
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就
職
先
の
企
業
規
模

　

外
国
人
留
学
生
は
仕
事
（job

）
中
心
で
職
業
選
択
を
し
、
日
本
の

学
生
の
よ
う
に
企
業
規
模
や
企
業
ブ
ラ
ン
ド
で
就
職
先
を
選
ば
な
い
、

だ
か
ら
中
小
企
業
に
も
日
本
人
学
生
ほ
ど
こ
だ
わ
り
な
く
就
職
す
る
と

い
わ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　

外
国
人
留
学
生
た
ち
の
就
職
先
企
業
を
資
本
金
額
で
み
た
の
が
図
表
７

で
あ
る
。
資
本
金
額
が
そ
の
ま
ま
企
業
規
模
を
示
す
わ
け
で
は
な
い

が
、
一
定
の
め
や
す
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。
外
国
人
留
学
生
の
就
職
先

を
み
る
と
、
全
体
で
は
資
本
金
三
千
万
円
未
満
の
企
業
、
三
千
万
円
～

一
〇
億
円
未
満
の
企
業
、
一
〇
億
円
以
上
の
企
業
と
大
き
く
三
グ
ル
ー

プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
資
本
金
一
〇
億
円
以
上
の
企
業
に
大
企

業
が
ど
れ
く
ら
い
含
ま
れ
て
い
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
最
も
多
い
の
は

資
本
金
五
百
万
円
～
一
千
万
の
小
規
模
企
業
で
、
そ
れ
よ
り
も
小
規
模

の
企
業
も
含
め
、
資
本
金
一
千
万
円
未
満
の
小
企
業
に
多
く
の
外
国
人

留
学
生
た
ち
が
就
職
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
大
企
業
へ
の

就
職
が
減
っ
て
、
資
本
金
五
〇
〇
万
円
未
満
の
小
企
業
へ
の
就
職
が
増

え
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
れ
を
従
業
員
規
模
で
み
た
の
が
図
表
８

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
全
体
の
半
数
近
く
が
従
業
員
四
九
人
以
下
の
小

企
業
に
就
職
し
て
い
る
。
従
業
員
一
，〇
〇
〇
人
以
上
二
，〇
〇
〇
人
未
満
、

二
，
〇
〇
〇
人
以
上
の
企
業
を
合
わ
せ
て
も
一
六
％
で
、
外
国
人
留
学
生
の

多
く
が
中
小
企
業
に
就
職
し
て
い
る
実
態
が
み
て
と
れ
る
。

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

図表７ 資本金別就職先企業

（2008～2011）

2008 2009 2010 2011

資料出所：法務省入国管理局「平成２３年における留学生の日本企業への就職状況

について」2012年7月。
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こ
れ
は
日
本
人
学
生
と
比
較
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
デ
ィ
ス
コ

社
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
人
学
生
の
場
合
、
従
業
員
三
〇
〇
人

未
満
の
企
業
に
就
職
し
た
者
の
割
合
は
一
六
％
（
留
学
生
の
場
合

六
七
％
）、
三
〇
〇
人
～
九
九
九
人
は
一
八
％
（
留
学
生
は
九
％
）、

一
，
〇
〇
〇
人
～
四
，
九
九
九
人
は
二
七
％
、
五
，
〇
〇
〇
人
以
上
は

三
八
％
（
留
学
生
の
場
合
は
グ
ル
ー
プ
化
の
仕
方
が
異
な
る
が
、
一
，

〇
〇
〇
人
以
上
で
一
六
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
９
）。
就
職
先
の

企
業
規
模
は
日
本
人
の
学
生
と
留
学
生
と
で
は
大
き
く
異
な
り
、
日
本

人
学
生
は
大
企
業
へ
の
就
職
比
率
が
高
く
、
留
学
生
は
中
小
・
零
細
企

業
へ
の
就
職
比
率
が
高
い（
９
）。
同
様
に
、
就
職
活
動
中
の
日
本
人
学
生
に

対
す
る
調
査
で
も
、
彼
ら
が
活
動
対
象
と
し
て
い
る
企
業
の
規
模
は
大

企
業
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
四
年
生
に
な
っ
て
就
活
が
進

展
す
る
に
つ
れ
て
現
実
の
厳
し
さ
を
反
映
し
て
か
低
下
し
て
い
く
も
の

の
、
三
年
生
の
三
月
段
階
で
は
大
手
企
業
が
約
四
四
％
（
業
界
ト
ッ
プ

企
業
一
八
％
、
大
手
企
業
二
六
％
）
を
占
め
、
日
本
人
学
生
た
ち
の
志

向
を
よ
く
示
し
て
い
る（

（（
（

。

47.5%

8.2%
10.8%

9.0%

4.3%
11.8%

8.4%

図表８  従業員数別留学生の就職先企業

（2011年）

1人～49人

50人～99人

100人～299人

300人～999人

1,000人～1,999人

2,000人～

その他・不明

16.2%

17.9%

27.0%

38.4%

図表９ 日本人学生の就職先決定企業の従業員数（2012年）

～299人

300人～999人

1000人～4999人

5000人～

資料出所：ディスコ「2013年度 日経就職ナビ 就職活動モニター

調査結果」2012年７月発行。母数は1,200人。

資料出所：図表７に同じ。
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３　

日
本
企
業
に
よ
る
外
国
人
留
学
生
採
用
の
歴
史
的
動
向

　

こ
れ
ま
で
は
留
学
生
側
か
ら
の
就
職
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
こ
れ

以
降
は
、
日
本
企
業
に
よ
る
留
学
生
等
の
採
用
の
動
向
に
つ
い
て
み
て

み
よ
う
。そ
の
た
め
に
、こ
こ
で
は
外
国
人
留
学
生
等
の
採
用
等
を
扱
っ

た
新
聞
記
事
を
手
が
か
り
に
す
る
。
先
に
見
た
図
表
１
は
、
日
本
企
業

に
よ
る
外
国
人
留
学
生
等
の
採
用
が
、
国
内
主
要
紙
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
新
聞
記
事
の
件
数
を
年
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

日
本
に
い
る
外
国
人
留
学
生
、
あ
る
い
は
外
国
の
大
学
を
出
た
外
国
人

の
日
本
企
業
に
よ
る
採
用
が
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
関
心
を

も
た
れ
、
ま
た
、
彼
ら
の
採
用
が
歴
史
的
に
は
い
か
な
る
経
過
を
た
ど

り
、
現
在
は
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
の
か
、
そ
の
大
雑
把
な
流
れ
は
把

握
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

図
表
１
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
記
事
数
が
圧
倒
的
に
多
い
の
は
日
本

経
済
新
聞
（
系
列
紙
を
含
む
）
で
、
そ
れ
以
外
の
新
聞
の
記
事
は
日
経

の
半
数
以
下
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
経
が
経
済
紙
で
、
し
か
も
系
列
紙
を

含
み
、
そ
れ
以
外
の
三
紙
が
一
般
紙
で
単
独
で
あ
る
と
い
う
こ
と
等
が

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
四
紙
の
な
か
で
、
時
代
の
流

れ
と
傾
向
を
最
も
よ
く
示
し
て
い
る
の
は
日
経
で
あ
る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
限
り
、
外
国
人
留
学

生
や
外
国
人
大
卒
の
日
本
企
業
に
よ
る
採
用
記
事
が
出
た
の
は
、
日
経

が
最
も
早
く
、
一
九
八
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
八
一
年
に
日
本

で
就
職
し
た
外
国
人
留
学
生
の
数
は
、
日
本
全
国
で
一
〇
〇
人
に
満
た

な
か
っ
た
こ
と
が
図
表
４
か
ら
推
測
で
き
る
。
日
経
以
外
の
三
紙
が
こ

れ
ら
の
記
事
を
は
じ
め
て
掲
載
し
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
の

こ
と
で
、
朝
日
一
九
八
五
年
、
毎
日
八
六
年
、
読
売
八
七
年
で
あ
っ

た
。
た
だ
、
日
経
の
場
合
も
、
そ
れ
以
外
の
三
紙
が
取
り
上
げ
は
じ
め

た
一
九
八
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
記
事
は
単
発
的
で
、
増
え
て
い
っ
た
の

は
八
七
年
あ
た
り
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
背
景
を
考
え
る
と
、
一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降

一
九
九
一
年
ま
で
の
バ
ブ
ル
景
気
の
な
か
で
多
く
の
日
本
企
業
は
海
外

に
進
出
し
、国
内
産
業
の
空
洞
化
が
懸
念
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、

そ
れ
ま
で
年
間
一
桁
台
だ
っ
た
外
国
人
留
学
生
等
に
関
す
る
記
事
件
数

は
し
だ
い
に
増
え
、
日
経
の
場
合
一
九
八
八
年
あ
た
り
か
ら
急
増
し
、

九
〇
年
に
は
年
間
七
〇
件
を
超
え
た
。
日
経
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
も
の

の
、
日
経
よ
り
も
ワ
ン
テ
ン
ポ
遅
れ
る
か
た
ち
で
他
紙
も
こ
れ
と
同
様

の
傾
向
を
示
し
、
バ
ブ
ル
景
気
の
進
行
と
と
も
に
記
事
が
増
え
て
い
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
は
日
本
人
留
学
生
や
帰
国
子
女
の
就
職
に
つ
い

て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
日
本
人
や
外
国
人
留

学
生
、
あ
る
い
は
帰
国
子
女
の
採
用
は
、
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
九
〇

年
に
か
け
て
日
本
企
業
に
と
っ
て
ブ
ー
ム
と
化
し
た
感
が
あ
っ
た
。
現

在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
ブ
ー
ム
の
最
初
の
形
態
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ

い（
（（
（

。
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そ
の
後
、
バ
ブ
ル
崩
壊
お
よ
び
そ
の
後
の
景
気
停
滞
と
と
も
に
、
日

本
の
企
業
は
大
卒
の
採
用
数
を
し
ぼ
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
人
留

学
生
や
帰
国
子
女
、
外
国
人
留
学
生
の
採
用
に
も
影
響
し
、
ブ
ー
ム
は

急
速
に
冷
め
て
い
っ
た
。
多
く
の
日
本
企
業
は
、
日
本
人
留
学
生
や
外

国
人
留
学
生
の
採
用
を
手
控
え
、あ
る
い
は
中
断
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

九
七
年
末
の
山
一
証
券
や
北
海
道
拓
銀
の
経
営
破
綻
に
端
を
発
す
る
、

九
〇
年
代
末
以
降
の
金
融
不
況
の
な
か
で
、
銀
行
や
証
券
会
社
な
ど
多

く
の
金
融
機
関
が
経
営
破
綻
す
る
に
至
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
外
国

人
留
学
生
の
採
用
ブ
ー
ム
は
去
っ
た
。
当
時
は
こ
の
よ
う
に
報
道
さ
れ

た（
（（
（

。
こ
う
し
た
状
況
は
大
卒
の
就
職
氷
河
期
が
い
わ
れ
た
二
〇
〇
〇
年

代
半
ば
ま
で
続
い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
留
学
生
等
の
就
職
や
採
用
に
関
す
る
記
事

も
減
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
、
記
事
件
数
は
日
経
も
含
め
て
減
り
つ

づ
け
、
日
経
の
場
合
九
五
年
に
か
ろ
う
じ
て
二
桁
台
を
保
つ
程
度
で

あ
っ
た
。
九
六
年
～
九
七
年
に
は
一
時
的
に
回
復
す
る
も
の
の
、
九
八

年
に
は
年
間
三
件
で
底
を
つ
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
変
化
が
生
じ
る

の
は
二
〇
〇
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
で
翌
年
に
は
ふ
た
た
び
減
少
す
る
も
の
の
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
よ
う

な
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
日
経
の
場
合
二
〇
一
〇
年
に
は
六
〇
件
、
一
一

年
九
一
件
、
一
二
年
に
は
八
八
件
と
、
バ
ブ
ル
期
を
超
え
る
勢
い
で
増

え
て
い
っ
た
（
二
〇
一
三
年
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
の
は
、
検
索
時

点
が
一
〇
月
五
日
で
、
一
年
の
途
中
ま
で
の
記
事
数
で
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
世
の
中
の
関
心
が
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
移
っ
て
き
て
い
る
こ
と
等

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）。

　

こ
う
し
た
動
き
の
背
景
に
は
、
経
済
・
経
営
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
や
国
内
市
場
の
逼
迫
、
そ
れ
に
と
も
な
う
新
市
場
を
求
め
る
企
業
の

海
外
進
出
、
二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
の
事
故
に
よ
る
海
外
移
転
、
お
よ
び
当
時
の
歴
史
的
な
円
高
に

よ
る
コ
ス
ト
高
を
理
由
に
し
た
製
造
業
の
海
外
移
転
の
動
き
等
々
、
企

業
の
海
外
進
出
や
海
外
移
転
は
増
え
、
そ
れ
と
と
も
に
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
ブ
ー
ム
が
本
格
化
し
た
感
が
あ
る
。
小
学
校
高
学
年
か
ら
の
英
語
教

育
の
必
修
化
や
中
高
で
の
英
語
に
よ
る
授
業
の
導
入
、
中
・
高
等
教
育

機
関
に
対
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
求
め
る
政
府
の
動
き
が
、
こ

う
し
た
流
れ
を
い
っ
そ
う
加
速
さ
せ
た
。

　

企
業
の
方
も
バ
ブ
ル
期
の
帰
国
子
女
、
留
学
生
ブ
ー
ム
の
と
き
の
よ

う
に
、
単
に
英
語
（
外
国
語
）
が
話
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
安
易
な
採
用

に
は
な
ら
ず
、英
語
（
外
国
語
）
が
で
き
る
こ
と
を
大
前
提
と
し
つ
つ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
技
術
系
で
は
専
門
的
な
知
識
、
事
務
系
で
は

総
合
的
な
仕
事
能
力
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
中
身
は
、
語
学
が
で
き
れ
ば
良
し
と
し
た
一
九
七
〇
年
代
～
九
〇
年

代
半
ば
ま
で
と
は
、
根
本
的
に
そ
の
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
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４　

日
本
企
業
に
よ
る
外
国
人
留
学
生
等
の
採
用
の
時
期
区
分

　

筆
者
は
註
１
で
紹
介
し
た
拙
稿
の
な
か
で
、
日
本
企
業
に
よ
る
日
本

人
留
学
生
採
用
の
時
期
区
分
を
、
以
下
の
よ
う
に
大
き
く
四
期
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
前
項
で
検
討
し
た
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、

こ
の
時
期
区
分
は
基
本
的
に
外
国
人
留
学
生
等
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま

る
と
考
え
る
。

　

第
一
期
は
一
九
八
〇
年
代
半
ば
（
一
九
八
三
年
こ
ろ
）
以
前
の
時
期

で
、
日
本
企
業
に
よ
る
日
本
人
海
外
留
学
生
、
帰
国
子
女
、
日
本
で
学

ぶ
外
国
人
留
学
生
等
の
採
用
と
い
う
点
で
は
、
い
わ
ば
前
史
な
い
し
は

黎
明
期
と
い
っ
て
よ
い
時
期
で
あ
る
。
第
二
期
は
一
九
八
四
年
こ
ろ
か

ら
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
一
九
九
二
年
あ
た
り
ま
で
を
さ
す
。
こ
の
時

期
の
前
半
で
は
外
国
人
留
学
生
等
が
日
本
企
業
に
認
知
、
採
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
後
半
で
は
「
新
卒
」
の
、
一
部
で
は
「
定
期
採
用
」
の

対
象
と
な
っ
て
、
そ
れ
が
定
着
、
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

第
三
期
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
（
二
〇
〇
三

年
こ
ろ
）
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
に
重
な
る
時
期
で
、

い
っ
た
ん
軌
道
に
乗
っ
た
か
に
み
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
採
用
が
停

滞
し
つ
つ
も
、
中
期
的
に
は
微
増
し
て
い
っ
た
次
期
で
あ
る
。
そ
れ
以

降
が
第
四
期
で
、
日
本
経
済
が
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
る
と
、
経
済
・
経
営
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
し
、
そ
れ
に
伴
っ

て
外
国
人
留
学
生
等
を
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
採
用
、
活
用
が
進
ん

で
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
た
だ
し
、
二
〇
一
〇
年
あ
た
り
以
降
の
官
民

上
げ
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
へ
の
急
速
な
動
き
は
、
こ
れ
ら
と
は

別
の
新
た
な
時
期
と
見
る
べ
き
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ひ

と
ま
ず
そ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
よ
う（

（（
（

。

　

以
上
を
外
国
人
留
学
生
等
に
引
き
よ
せ
て
敷
衍
す
る
と
、
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

　
第
一
期　

初
期
の
外
国
人
留
学
生
等
の
採
用

　

時
期
区
分
と
し
て
は
日
本
人
留
学
生
や
帰
国
子
女
と
同
じ
だ
と
し
て

も
、
こ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
外
国
人
留
学
生
等
の
採
用
開
始
は
、
第
一

期
、
第
二
期
で
は
時
期
的
に
若
干
遅
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の

時
期
企
業
側
に
は
、
国
際
化
へ
の
対
応
は
、
と
り
あ
え
ず
日
本
人
留
学

生
や
帰
国
子
女
で
試
し
て
み
よ
う
と
の
考
え
が
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年

代
に
は
、
日
本
人
留
学
生
や
帰
国
子
女
で
す
ら
日
本
の
企
業
文
化
に
な

じ
ま
な
い
と
し
て
、
採
用
を
見
直
す
企
業
も
あ
っ
た
ほ
ど
で
、
外
国
人

留
学
生
等
の
採
用
に
関
し
て
企
業
側
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の

初
期
の
人
材
の
国
際
化
へ
の
ニ
ー
ズ
は
、
企
業
側
に
と
っ
て
は
主
に
語

学
力
あ
る
い
は
基
本
的
な
異
文
化
理
解
に
あ
っ
た
。
悪
く
い
え
ば
、
総

合
的
な
仕
事
能
力
と
い
う
よ
り
は
、
英
語
（
外
国
語
）
が
で
き
れ
ば
よ

い
、
翻
訳
や
通
訳
、
連
絡
要
員
と
し
て
使
え
れ
ば
よ
い
と
い
う
側
面
も

あ
っ
た
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
国
際
化
へ
の
対
応
は
、
と
り
あ
え
ず
日
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本
人
留
学
生
や
帰
国
子
女
で
よ
い
と
い
う
考
え
方
は
当
然
で
あ
っ
た
と

も
い
え
る
。

　

日
本
企
業
に
よ
る
外
国
人
留
学
生
等
の
採
用
に
伴
う
問
題
が
、
最
初

に
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
新
聞
記
事
検
索
を
通
し
て
み

る
限
り
、
第
一
期
の
一
九
八
一
年
、
西
武
百
貨
店
な
ど
を
含
む
西
武
流

通
グ
ル
ー
プ
が
、
一
一
職
種
、
一
五
人
の
外
国
人
の
大
学
新
卒
を
採
用

し
よ
う
と
し
て
政
府
に
ビ
ザ
申
請
し
た
と
き
で
あ
っ
た
。
当
時
、
外
国

人
の
採
用
は
出
入
国
管
理
令
（
一
九
五
一
年
、
こ
れ
が
一
九
八
二
年
に

改
正
さ
れ
現
在
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
に
な
っ
て
い
る
）
で

規
制
さ
れ
て
お
り
、
外
国
人
留
学
生
が
日
本
で
就
職
し
、
仕
事
を
す
る

に
は
政
府
の
許
可
（
留
学
か
ら
就
労
へ
の
在
留
資
格
の
変
更
）
が
必
用

と
さ
れ
た
。

　

出
入
国
管
理
令
の
時
代
、
外
国
人
が
就
労
目
的
の
在
留
資
格
を
得
る

た
め
に
は
、（
１
）
熟
練
労
働
者
で
あ
る
か
、（
２
）
法
務
大
臣
が
特
に

認
め
た
者
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ

の
管
理
令
は
戦
後
日
本
人
の
雇
用
を
守
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
れ
ら
の
要
件
の
前
提
に
は
将
来
の
幹
部
候
補
と
し
て
の
ゼ
ネ
ラ
リ
ス

ト
で
は
な
く
、
日
本
人
で
は
代
替
で
き
な
い
特
定
の
専
門
職
で
あ
る
こ

と
が
必
用
と
さ
れ
た
。
上
述
の
西
武
流
通
グ
ル
ー
プ
の
申
請
に
対
し
て
、

当
時
の
労
働
省
は
、
申
請
職
種
の
な
か
に
は
日
本
人
で
も
で
き
る
職
種

が
あ
る
と
し
て
、
一
一
の
職
種
を
五
ま
で
減
ら
す
よ
う
西
武
側
に
申
し

入
れ
た
と
さ
れ
る（

（（
（

。

　

外
国
人
の
雇
用
に
対
す
る
制
約
は
国
立
の
機
関
で
も
同
様
で
、

一
九
八
〇
年
代
初
頭
ま
で
、
国
立
大
学
で
外
国
人
教
師
の
採
用
は
厳
し

く
制
限
さ
れ
て
い
た
。
外
国
人
研
究
者
は
学
長
と
の
個
別
契
約
で
済
む

講
師
に
は
な
れ
た
が
、
当
時
の
文
部
大
臣
が
任
命
す
る
助
教
授
、
教
授

に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
状
況
は
他
の
国
立
の
研
究
所
等
の
公
的
機
関
で

も
同
じ
で
あ
っ
た
。
次
の
項
で
も
見
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
部
分
的
に
開

放
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

第
二
期　

正
社
員
採
用
の
対
象
と
し
て
認
知
さ
れ
、
採
用
も
拡
大

　

第
一
期
か
ら
第
二
期
の
初
期
な
い
し
は
中
期
に
か
け
て
外
国
人
採
用

を
行
い
、
日
経
新
聞
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
代
表
的
な
企
業
は
図
表
⓾ 

に
み
る
通
り
で
あ
る（

（（
（

。
こ
れ
は
当
時
の
記
事
情
報
か
ら
一
部
を
抜
粋
し

た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
報
道
で
、
そ
の
時
点
で
外
国
人
が

何
人
採
用
さ
れ
、
あ
る
い
は
採
用
予
定
か
は
わ
か
る
が
、
初
め
て
採
用

し
た
年
や
雇
用
上
の
地
位
（
嘱
託
か
正
社
員
か
等
）
な
ど
は
っ
き
り

し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
た
だ
、
雇
用
上
の
地
位
に
関
し
て
い
う
と
、

一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
は
正
社
員
と
し
て
の
採
用
、
そ
れ
も
定
期
採

用
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ま
で
嘱
託
だ
っ
た
者
を
正
社
員
に
す
る

か
な
ど
が
関
心
事
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
日
本
の
企
業
に
と
っ
て
、
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図表 10  外国人留学生採用等の初期における採用状況
（会社名は当時のまま）

西武流通グループ
西武流通グループとして 11 職種 15 人の採用を申請。労働省
は出入国管理令に基づき、５職種くらいまで絞り込むよう西
武側に申し入れ。

1981

西武流通グループ この年から採用を開始し、1984 年時点で 25 人を採用。1989
年西武百貨店には 110 人が在籍。

1982神戸製鋼

外国人は 77 年から採用（嘱託）開始。社員の語学教育などを
目的に外国人の採用を進めているが、新たに米国人、イギリ
ス人を合わせて４人採用することに。これで嘱託外国人社員
は 25人に。当初の語学教育から一般業務に切り替えた人も出
てきた。

京都大学
国立大学で戦後初めて外国人助教授を採用（人文科学研究
所）。同大法学部や筑波大学、名古屋大学でも採用計画が進行
中で、東大や広島大学でも採用を検討中。

日本電気
この年から外国人採用を本格化。８人の語学教師の他、11 人
の電子・電気系研究開発者を嘱託で採用。87 年、嘱託だった
３人の研究員を初めて正社員（係長相当の主任）に登用。90
年には約 80人の外国人社員が在籍（そのうち 55人は技術者）。 1984

トヨタ自動車 外国人４人を採用。ＧＭとの合弁会社ＮＵＭＭＩ設立でＧＭ
から研修員 25 人を受け入れ。

村田製作所 米国人の新卒１人、既卒２人を採用し、経理、総務、企画の
各部門にそれぞれ配属。

1985富士電機冷機 自販機業界で初めて、来年から外国人を正社員として若干名
採用する方針を決定。

三井銀行 米大学を出た日系二世のスウェーデン人を本採用。
三菱銀行 日本に留学している中国人を本採用。

国立の研究所 政府は防衛庁を除き、国立の研究所の研究員に外国人の採用
を容認。

1986

三菱商事 外国人の定期採用第１号として米国籍の日系二世を採用。

丸紅
外国人２人を採用。当面は嘱託で、本人の意思を考慮したう
えで正社員になるかどうかを決定。そうなれば外国人第１号
の正社員となる見通し。

伊藤忠商事
今後 10年間で 100 人の外国人を本社正社員として定期採用す
ることを決定。それまで海外子会社や支店で 2100 人の外国人
を採用していたが、ほとんどが事務補助や通訳。外国人の本
採用については他の大手商社も検討。

ソニー 32 人、90 年には 66 人の外国人が在籍。

ベンチャー企業
グラフィカ（東京）、シンク・ラボラトリー（柏）、レーザー
テック（横浜）、国際技術開発（東京）、エヌエフ回路設計ブ
ロック（横浜）、日本コンピュータシステム（東京）などベン
チャー企業が積極的に外国人を採用。

ホンダ技研工業 初めて外国人新卒を６人採用し、翌 88 年には３人採用。

1987

富士銀行 外国人４人を採用。

通産省
工業技術院・機械技術研究所で外国人を国家公務員として採
用。３年の任期付き。その後どうするかは本人の意向をふま
えて改めて検討。

研究者の採用 古河電気工業、住友電気工業、明治乳業、リクルート、松下
電器産業などが初めて外国人研究者を採用。
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彼
ら
が
何
年
働
い
て
く
れ
る
か
も
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。し
か
し
、

外
国
人
の
長
期
雇
用
へ
の
期
待
は
日
本
人
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず

は
嘱
託
で
採
用
し
、
本
人
の
意
向
を
ふ
ま
え
て
正
社
員
に
転
換
す
る
と

い
う
方
法
な
ど
も
と
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

　

先
に
外
国
人
留
学
生
等
の
採
用
は
帰
国
子
女
や
日
本
人
留
学
生
よ
り

も
遅
か
っ
た
と
述
べ
た
。
外
国
人
を
採
用
し
は
じ
め
た
時
点
で
、
日
本

人
留
学
生
や
帰
国
子
女
出
身
の
社
員
は
す
で
に
二
桁
、
あ
る
い
は
二
〇

人
か
ら
三
〇
人
に
達
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
一
九
八
六
年
に
在

籍
外
国
人
が
三
二
人
い
た
ソ
ニ
ー
で
は
、
一
九
八
七
年
時
点
で
、
す
で

に
大
卒
採
用
の
二
〇
％
近
く
を
日
本
人
留
学
生
や
帰
国
子
女
が
占
め
て

い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
当
時
で
も
、
企
業
に
よ
っ
て
は
か
な
り
の

外
国
人
採
用
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
一
九
八
六
年
、
伊

藤
忠
商
事
は
そ
の
後
一
〇
年
間
で
外
国
人
を
一
〇
〇
人
本
社
で
採
用

し
、
さ
ら
に
全
海
外
拠
点
の
ト
ッ
プ
を
外
国
人
に
置
き
換
え
る
と
し
て

い
た
。
そ
う
し
た
動
き
は
電
機
産
業
や
Ｉ
Ｔ
系
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な

ど
で
も
見
ら
れ
、
外
国
人
技
術
者
や
研
究
員
の
採
用
が
進
め
ら
れ
て

い
っ
た
。

　

職
種
も
か
つ
て
の
語
学
教
師
や
通
訳
、
会
社
パ
ン
フ
や
年
報
、
社
内

報
の
外
国
語
版
作
成
な
ど
か
ら
、技
術
や
経
理
な
ど
の
専
門
職
や
営
業
、

販
売
に
比
重
が
移
っ
て
き
て
い
た
。
国
際
化
の
進
展
と
と
も
に
、
企
業

は
海
外
子
会
社
と
の
連
結
決
算
や
生
産
・
販
売
の
内
外
一
元
管
理
を
進

め
る
た
め
、
そ
う
し
た
分
野
の
専
門
職
で
外
国
人
を
採
用
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

「
内
な
る
国
際
化
」
か
ら
外
国
人
採
用
へ

　

こ
う
し
た
動
き
に
先
立
つ
形
で
、
あ
る
い
は
同
時
並
行
的
に
、
日
本

人
社
員
の
国
際
化
も
政
策
化
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
一
九
八
五
年
に

清
水
建
設
は
、
一
部
の
エ
リ
ー
ト
社
員
が
国
際
派
と
し
て
活
躍
す
る
時

代
は
終
わ
っ
た
、
こ
れ
か
ら
は
「
社
員
全
員
が
国
際
派
」
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
て
、
海
外
留
学
や
海
外
派
遣
研
修
制
度
な
ど
を
拡
充
す

る
と
し
て
い
た
。
社
員
の
五
％
を
毎
年
国
際
化
研
修
に
投
入
し
て
も
、

四
年
後
に
は
二
〇
％
に
な
る
と
し
て
人
材
の
国
際
化
策
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
た
。
背
景
に
は
、
年
間
受
注
量
に
占
め
る
海
外
比
率
を
、
当
時

の
一
〇
％
か
ら
五
～
一
〇
年
後
に
は
二
〇
％
に
す
る
と
い
う
目
標
が

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
海
外
で
の
事
業
比
率
を
高
め
、
そ
れ
に
伴
っ
て

人
材
の
国
際
化
を
め
ざ
す
と
い
う
考
え
方
は
、
当
時
他
の
多
く
の
企
業

に
も
共
通
し
て
み
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
経
済
が
バ
ブ
ル
に
突
き
進
む
な
か
、
国
際
化
は
日
本

企
業
の
予
想
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で
展
開
し
、
人
材
の
国
際
化
は
語
学

能
力
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て
き
た
。
企
業
の
海
外

進
出
も
急
増
し
、
国
際
化
は
投
資
や
事
業
展
開
だ
け
で
な
く
、
人
材
の

面
で
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
社
員
の
国
際
化
で
は
、
語
学
や
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異
文
化
理
解
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
海
外
で
仕
事
を
す
る
た
め
の
総
合

的
な
仕
事
能
力
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
反
映
し
て
、
こ
の
時
期
の
企
業
の
人
事
関
係
者
の
間
で
流

行
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「
内
な
る
国
際
化
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
部

の
エ
リ
ー
ト
社
員
を
社
内
で
語
学
研
修
さ
せ
、
海
外
研
修
に
出
し
、
あ

る
い
は
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
を
目
的
に
海
外
の
大
学
に
派
遣
留
学
さ
せ
た
り
す

る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
全
社
的
に
人
材
の
国
際
化
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
見
方
を
捉
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

バ
ブ
ル
景
気
に
向
か
う
環
境
の
な
か
で
、
外
国
人
採
用
は
本
格
化

し
、
採
用
形
態
が
嘱
託
か
ら
正
社
員
へ
、
定
期
採
用
へ
と
移
っ
て
い
っ

た
。
そ
う
し
た
な
か
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
の
よ
う
に
外
国
人
採
用
担

当
と
し
て
外
国
人
を
採
用
す
る
企
業
も
出
て
き
た
。
外
国
人
留
学
生
等

の
採
用
の
政
策
化
の
な
か
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
社
長
が
年
頭
の
挨
拶

の
な
か
で
大
胆
な
計
画
を
発
表
し
た
大
成
建
設
で
あ
る
。
一
九
八
八
年

当
時
、
同
社
の
外
国
人
社
員
は
一
〇
～
二
〇
人
。
そ
れ
を
こ
の
年
か
ら

本
格
採
用
に
踏
み
切
る
と
し
て
、
初
年
度
は
五
〇
人
前
後
で
、
そ
れ
を

順
次
拡
大
し
な
が
ら
、
し
か
し
会
社
全
体
の
従
業
員
規
模
を
維
持
し
、

二
〇
〇
〇
年
に
は
従
業
員
の
一
割
に
あ
た
る
一
〇
〇
〇
人
強
を
外
国
人

に
す
る
と
い
う
、
壮
大
な
外
国
人
採
用
計
画
で
あ
っ
た
。
外
国
人
の
採

用
担
当
に
は
イ
ギ
リ
ス
人
を
当
て
、
外
国
の
大
学
を
回
っ
て
会
社
説
明

会
を
お
こ
な
う
な
ど
し
て
採
用
活
動
を
進
め
る
と
し
て
い
た
。

バ
ブ
ル
期
の
人
手
不
足
、
人
材
難
と
外
国
人
等
の
採
用

　

バ
ブ
ル
に
向
か
う
経
済
環
境
の
な
か
、
人
手
不
足
、
人
材
難
が
深
刻

化
し
た
が
、
そ
の
影
響
を
最
も
受
け
た
の
は
中
小
企
業
や
小
規
模
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
、
と
く
に
地
方
の
企
業
な
ど
で
あ
っ
た
。
日
本
人
学
生

は
企
業
ブ
ラ
ン
ド
で
就
職
を
考
え
る
が
、
外
国
人
、
と
く
に
欧
米
諸
国

の
人
た
ち
は
仕
事
（job

）
内
容
や
処
遇
で
就
職
を
考
え
、
興
味
深
い

仕
事
で
あ
れ
ば
企
業
規
模
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
の
点
、

大
企
業
中
心
で
就
職
を
考
え
る
日
本
人
学
生
と
は
異
な
る
。
そ
う
で
あ

れ
ば
バ
ブ
ル
景
気
で
日
本
人
学
生
が
大
企
業
に
流
れ
、
人
手
不
足
、
人

材
難
に
直
面
し
た
中
小
企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
と
っ
て
、
そ
の
難

局
を
外
国
人
採
用
で
乗
り
切
る
と
い
う
余
地
が
出
て
く
る
。
外
国
人
留

学
生
の
中
小
企
業
へ
の
就
職
は
本
人
た
ち
が
望
ん
だ
結
果
だ
っ
た
の

か
、
そ
う
い
う
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
結
果
だ
っ
た
の
か
は
別
に
し

て
、
彼
ら
の
就
職
先
が
中
小
企
業
に
集
中
し
て
い
る
の
は
先
に
み
た
通

り
で
あ
る（

（（
（

。
図
表
⓾
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
と
く
に
Ｉ
Ｔ
系
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
な
か
に
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術
者
を
中
心
に
、
積
極
的
に
外
国

人
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
現
れ
て
き
た
。
ま
た
、
証
券
業
界

の
よ
う
に
、
優
秀
な
新
卒
の
外
国
人
学
生
を
獲
得
し
よ
う
と
、
業
界
と

し
て
会
社
見
学
会
を
催
す
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
一
九
八
九
年
～
九
〇
年
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
動
き
は
北
海
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道
や
九
州
、
北
陸
な
ど
地
方
の
企
業
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ

の
時
期
近
畿
、
北
陸
、
中
国
、
四
国
の
中
堅
・
中
小
企
業
を
対
象
に
し

た
日
経
新
聞
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
五
％
が
す
で
に
外
国
人
を
採
用
し

て
お
り
、
こ
れ
に
将
来
は
そ
の
必
要
を
感
じ
る
と
回
答
し
た
企
業
を
加

え
る
と
六
割
に
達
し
て
い
た（

（（
（

。
こ
の
調
査
の
対
象
に
は
大
卒
、
大
学
院

卒
の
高
度
人
材
だ
け
で
な
く
工
場
労
働
者
等
も
含
ま
れ
る
が
、
外
国
人

留
学
生
等
の
採
用
の
広
が
り
も
推
測
で
き
る
。

　

こ
う
し
て
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
前
後
に
か
け
て
外
国
人

採
用
が
広
が
っ
て
い
く
と
、
政
府
系
の
企
業
や
団
体
、
特
殊
法
人
も
外

国
人
採
用
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。国
際
協
力
事
業
団（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
や
日
本
貿
易
振
興
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）、
日
本
航
空
（
以
上

は
一
九
八
八
年
）、
新
技
術
開
発
事
業
団
（
八
九
年
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
九
一

年
）
な
ど
も
外
国
人
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
研
究
職

や
一
般
職
で
の
採
用
で
あ
っ
た
。

第
三
期　

バ
ブ
ル
崩
壊
と
外
国
人
採
用
の
停
滞

　

一
九
九
一
年
か
ら
九
二
年
に
か
け
て
の
時
期
が
、
外
国
人
採
用
に
お

い
て
も
ひ
と
つ
の
画
期
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の

原
因
は
バ
ブ
ル
崩
壊
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
景
気
後
退
で
あ

る
。
一
九
九
二
年
に
は
外
国
人
採
用
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
と
報
道

さ
れ
、
そ
の
翌
年
に
は
日
本
人
も
含
め
た
「
留
学
生
の
就
職
に
Ｓ
Ｏ

Ｓ
」
と
い
う
類
の
見
出
し
も
み
ら
れ
た
。
た
し
か
に
当
時
の
失
業
率
を

見
て
み
る
と
、
一
九
九
〇
年
、
九
一
年
の
二
・
一
％
を
底
に
、
九
二
年

か
ら
上
昇
し
は
じ
め
、
九
七
年
～
九
八
年
の
金
融
危
機
を
は
さ
ん
で

二
〇
〇
二
年
に
は
五
・
三
％
ま
で
上
昇
し
、
失
業
率
の
ピ
ー
ク
を
な
し

た
。
ま
た
、
当
時
の
文
部
省
の
学
校
基
本
調
査
で
大
学
生
の
就
職
率
を

み
て
も
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
以
降
の
最
高
を
記
録
し
た
九
一
年
の

八
一
・
三
％
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後
急
落
し
は
じ
め
、
就
職
氷
河
期
と

言
わ
れ
た
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
は
五
〇
数
％
ま
で
下
が
っ
た
。
そ
れ

ま
で
大
卒
を
大
量
採
用
し
て
き
た
大
企
業
は
、
一
転
し
て
採
用
を
控
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、
留
学
生
の
採
用

が
落
ち
込
む
の
も
当
然
と
も
思
え
る
。

　

し
か
し
、
先
に
図
表
４
で
も
見
た
よ
う
に
、
日
本
で
の
就
職
を
目
的

に
在
留
資
格
の
変
更
を
認
め
ら
れ
た
、
す
な
わ
ち
就
労
ビ
ザ
を
認
め
ら

れ
、
日
本
で
就
職
し
た
外
国
人
留
学
生
の
数
は
む
し
ろ
増
え
て
い
た

の
で
あ
る
。
一
九
九
一
年
の
一
，
一
〇
〇
人
余
か
ら
九
二
年
に
は
二
，

二
〇
〇
人
弱
ま
で
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。
そ
の
後
は
横
ば
い
、
あ
る
い
は
小

さ
な
増
減
を
繰
り
返
し
つ
つ
も
、
中
期
的
に
は
増
加
し
、
九
〇
年
代
末

に
は
三
，
〇
〇
〇
人
近
く
に
達
し
て
い
た
。
こ
の
当
時
の
採
用
か
採
用

停
止
か
は
企
業
に
よ
り
産
業
に
よ
っ
て
ま
だ
ら
状
態
で
、
マ
ス
コ
ミ
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
製
造
業
の
大
企
業
、
と
く
に
電
機
メ
ー
カ
ー
は
採
用

を
減
ら
し
、
あ
る
い
は
控
え
た
。
他
方
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
連
や
食
品
・
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外
食
産
業
、
ス
ー
パ
ー
や
家
電
量
販
店
等
の
小
売
り
な
ど
、
バ
ブ
ル
景

気
の
な
か
で
大
卒
を
思
う
よ
う
に
採
用
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、

新
た
に
採
用
を
開
始
し
、
あ
る
い
は
拡
大
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
外
国
人
採
用
問
題

　
　
　
　
　
　
　

 
― 
地
方
公
務
員
へ
の
外
国
人
採
用
を
め
ぐ
っ
て

　

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
外
国
人
採
用
に
関
連
し
て
広
く
議
論
が
な

さ
れ
た
問
題
の
ひ
と
つ
に
、
地
方
公
務
員
へ
の
外
国
人
採
用
問
題
が

あ
っ
た
。
外
国
人
の
公
務
員
採
用
に
関
し
て
、
そ
れ
を
禁
止
す
る
法
の

明
文
規
定
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
「
公
権
力
の
行
使
、
国
家
意
思
の

形
成
に
携
わ
る
公
務
員
は
、
日
本
国
籍
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
」

と
す
る
、一
九
五
三
年
の
内
閣
法
制
局
見
解
が
長
年
踏
襲
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
は
通
常
「
当
然
の
法
理
」
と
呼
ば
れ
、
外
国
人
の
公
務
員
採
用
の

指
針
と
な
り
、
結
果
的
に
、
戦
後
一
般
事
務
職
の
公
務
員
採
用
試
験
に

外
国
人
は
応
募
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
九
〇
年
五
月
、
当
時
の
本
島
等
長
崎
市
長
は
、

外
国
人
、
と
り
わ
け
在
日
韓
国
人
・
朝
鮮
人
に
採
用
試
験
の
受
験
を
認

め
る
と
い
う
方
針
を
公
表
し
た
。
こ
れ
を
受
け
る
か
た
ち
で
、同
月
末
、

自
治
体
労
働
者
を
組
織
す
る
全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
（
自
治
労
）

が
外
国
人
の
地
方
公
務
員
へ
の
採
用
拡
大
を
求
め
る
運
動
方
針
を
提
案

し
た
。
さ
ら
に
翌
月
、
大
阪
市
が
採
用
試
験
の
応
募
要
項
に
あ
る
い
わ

ゆ
る
「
国
籍
条
項
」
の
全
廃
に
向
け
た
検
討
作
業
に
入
る
こ
と
を
表
明

し
た
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、
ほ
ぼ
二
年
後
の
一
九
九
二
年
四
月
二
〇

日
、
大
阪
市
は
、
そ
れ
ま
で
採
用
試
験
の
区
割
り
で
法
律
系
、
経
済
系
、

そ
の
他
と
分
か
れ
て
い
た
事
務
職
を
ひ
と
つ
に
統
合
し
、
他
に
「
経
営

情
報
」「
国
際
」
と
い
う
専
門
二
職
種
を
創
設
し
、
こ
れ
ら
二
職
種
に

は
国
籍
条
項
を
適
用
せ
ず
、
外
国
人
の
受
験
を
認
め
る
と
発
表
し
、
そ

の
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
も
保
母
や
（
当
時
の
）
看
護
婦
、

教
員
、
研
究
員
な
ど
の
専
門
職
は
公
権
力
の
行
使
に
は
か
か
わ
ら
な
い

と
の
判
断
か
ら
、
外
国
人
の
受
験
を
認
め
、
採
用
も
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
事
務
職
に
外
国
人
の
受
験
、
採
用
を
認
め
た
の
は
、
県
や
政
令

指
定
都
市
で
は
大
阪
市
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
当
時
の

自
治
省
は
、「
従
来
の
指
導
方
針
に
抵
触
し
な
い
こ
と
」
を
条
件
と
し
、

ま
た
、
昇
進
に
つ
い
て
は
「
課
長
程
度
」
と
す
る
こ
と
な
ど
、
歯
止
め

を
か
け
よ
う
と
し
た
。

　

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
や
中
国
人
な
ど
を
想
定
し
た
場
合
、
大
阪
の
や

り
方
で
は
対
象
範
囲
が
狭
す
ぎ
る
、
昇
進
制
限
は
差
別
だ
等
の
批
判
も

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
閉
じ
ら
れ
て
い
た
事
務
職
採
用
試
験
の
受
験
を

外
国
人
に
も
認
め
、
門
戸
を
開
い
た
と
い
う
点
で
「
大
阪
方
式
」
を
評

価
す
る
声
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
国
籍
条
項
の
完
全
撤
廃
に
向
け
た
一

里
塚
だ
と
い
う
前
向
き
の
見
方
も
あ
っ
た
。
大
阪
市
の
決
定
か
ら
一
ヶ
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月
も
し
な
い
う
ち
に
神
戸
、
横
浜
、
川
崎
の
三
政
令
指
定
都
市
が
大
阪

方
式
と
同
じ
や
り
方
で
外
国
人
に
採
用
試
験
の
受
験
を
認
め
る
決
定
を

お
こ
な
っ
た（

（（
（

。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
動
き
や
議
論
は
県
や
政
令
指
定
都
市
レ
ベ
ル
で
の

も
の
で
、
市
区
町
村
で
は
そ
も
そ
も
国
籍
条
項
の
な
い
自
治
体
も
多

か
っ
た
。
自
治
労
が
一
九
九
二
年
に
お
こ
な
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
回

答
の
あ
っ
た
全
国
一
，
一
四
八
市
区
町
村
の
約
三
割
で
国
籍
条
項
は
な

か
っ
た
と
さ
れ
る（

（（
（

。
日
経
新
聞
の
九
六
年
末
の
調
査
で
は
、
県
や
政
令

指
定
都
市
の
六
割
が
国
籍
条
項
の
見
直
し
を「
す
で
に
検
討
中
」か「
今

後
検
討
す
る
」
と
し
て
い
た（

（（
（

。
県
や
政
令
指
定
都
市
が
一
般
事
務
職
員

採
用
試
験
の
門
戸
を
外
国
人
に
開
放
す
る
決
定
を
し
て
か
ら
一
〇
年
後

の
二
〇
〇
二
年
、
最
高
裁
判
所
は
、
韓
国
籍
を
保
持
し
た
ま
ま
の
在
日

韓
国
人
を
司
法
修
習
生
に
採
用
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
司
法
修
習
生
は

公
務
員
に
準
じ
る
と
の
判
断
か
ら
、
日
本
へ
の
帰
化
を
修
習
生
採
用
の

条
件
と
し
て
い
た
。

第
四
期　

二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
の
外
国
人
採
用

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
と
く
に
日
本
経
済
が
回
復
基
調
に
入
る

二
〇
〇
五
年
以
降
、
日
本
市
場
の
飽
和
感
も
あ
っ
て
、
多
く
の
企
業
は

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て
海
外
に
進
出
し
て
い
っ
た
。そ
の
結
果
、

日
本
の
海
外
直
接
投
資
は
二
〇
〇
八
年
、
バ
ブ
ル
絶
頂
期
の
三
倍
近
い

規
模
に
達
し
た（

（（
（

。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
外
国
人
を
採
用
す
る
企
業
が
増
え

て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、
家
電
量
販

店
な
ど
の
流
通
・
小
売
り
で
、
外
国
人
の
採
用
記
事
が
目
立
つ
よ
う
に

な
る
。
一
般
社
員
と
し
て
の
採
用
の
他
、
流
通
・
小
売
り
な
ど
で
は
、

外
国
人
旅
行
客
を
相
手
に
し
た
販
売
や
海
外
出
店
時
の
要
員
と
し
て
の

採
用
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

外
国
人
旅
行
客
に
よ
く
知
ら
れ
た
秋
葉
原
で
は
、
石
丸
電
気
や
ラ

オ
ッ
ク
ス
な
ど
が
外
国
人
採
用
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
い
た
。
と

く
に
横
浜
と
成
田
に
免
税
店
を
も
つ
ラ
オ
ッ
ク
ス
は
積
極
的
で
、

二
〇
〇
四
年
に
は
全
社
員
の
五
％
に
あ
た
る
七
〇
人
が
外
国
人
と
な

り
、
そ
れ
以
外
に
も
外
国
人
の
学
生
バ
イ
ト
を
雇
用
し
て
い
た
。
中
国

人
が
半
数
を
占
め
て
最
も
多
か
っ
た
が
、
そ
の
他
に
も
ア
ラ
ブ
圏
や
南

米
、
ア
フ
リ
カ
出
身
者
な
ど
も
い
て
、
同
社
に
よ
る
と
、
世
界
の
主
な

言
語
は
ほ
と
ん
ど
カ
バ
ー
で
き
て
い
る
と
い
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

電
機
メ
ー
カ
ー
は
海
外
進
出
に
最
も
積
極
的
な
業
界
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
そ
の
な
か
の
一
社
、
日
立
製
作
所
は
人
材
の
国
際
化
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
積
極
的
な
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
同
社
は
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
数

年
間
、
毎
年
二
〇
～
三
〇
人
の
外
国
人
を
採
用
し
、
新
卒
採
用
に
占

め
る
外
国
人
の
比
率
は
三
％
程
度
に
な
っ
て
い
た
。
同
社
は
こ
れ
を
、

二
〇
一
二
年
に
は
一
〇
％
ま
で
拡
大
す
る
と
し
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て

お
こ
な
っ
た
の
が
、
日
本
人
社
員
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
策
で
あ
る
。
同
社
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は
二
〇
一
二
年
春
入
社
の
採
用
か
ら
、
事
務
系
は
全
員
、
技
術
系
も
半

数
を
、将
来
海
外
赴
任
す
る
こ
と
を
前
提
に
採
用
す
る
。
そ
の
た
め
に
、

採
用
の
段
階
か
ら
海
外
赴
任
す
る
意
思
が
あ
る
か
を
確
認
し
た
上
で
、

一
定
の
語
学
力
が
あ
る
者
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
要
員
」
と
し
て
採
用
す
る

と
し
た
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
も
は
や
グ
ロ
ー
バ
ル
要
員
と
い
う
こ

と
ば
自
体
が
意
味
を
な
さ
な
く
な
る（

（（
（

。
ま
た
、
人
材
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

策
の
一
環
と
し
て
、
海
外
へ
の
語
学
留
学
や
実
務
研
修
、
長
期
出
張
な

ど
で
の
派
遣
を
、
そ
れ
ま
で
の
年
間
五
〇
人
程
度
か
ら
一
気
に
七
〇
〇

人
に
拡
大
す
る
と
し
た（

（（
（

。

　

同
じ
電
機
メ
ー
カ
ー
の
松
下
電
器
も
人
材
の
国
際
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
積
極
的
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
、
同
社
は
国
内
八
〇
〇
人
の
大
卒

採
用
の
う
ち
外
国
人
を
三
〇
人
と
し
、
そ
の
後
の
三
年
間
で
一
〇
〇
人

採
用
す
る
と
し
た
。
こ
の
時
点
で
外
国
人
社
員
は
す
で
に
一
七
〇
人
ほ

ど
い
た
が
、
そ
れ
を
大
幅
に
増
や
す
計
画
を
立
て
、
そ
の
た
め
に
外
国

人
採
用
枠
を
設
け
る
と
し
た（

（（
（

。
中
心
は
日
本
の
大
学
で
学
ぶ
留
学
生
で

あ
っ
た
が
、外
国
の
大
学
を
出
た
外
国
人
も
す
で
に
採
用
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
外
国
人
採
用
に
よ
る
人
材
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
き
は
、
程

度
の
差
は
あ
っ
て
も
三
菱
電
機
、東
芝
な
ど
、他
の
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー

も
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
外
国
人
採
用
拡
大
の
動
き
は
他
の
企
業
で
も
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
ソ
ニ
ー
は
新
卒
採
用
の
三
〇
％
、
全
日
空
は
二
〇
％
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
、
味
の
素
は
一
〇
％
を
外
国
人
に
す
る
と
し
て
い
る
。
ユ
ニ
ク
ロ
な

ど
を
擁
す
る
持
株
会
社
・
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
ー
リ
ン
グ
は
二
〇
一
〇
年

に
国
内
外
で
三
〇
〇
人
あ
ま
り
の
新
卒
を
採
用
し
、
そ
の
う
ち
の
三
分

の
一
に
あ
た
る
約
一
〇
〇
人
を
外
国
人
に
し
た（

（（
（

。
同
様
に
無
印
良
品
を

海
外
で
展
開
す
る
良
品
計
画
は
、
二
〇
一
三
年
に
は
日
本
本
社
で
の
新

卒
採
用
の
半
数
を
外
国
人
に
す
る
と
し
た
。
そ
の
他
、
楽
天
は
新
卒

採
用
の
一
〇
～
三
〇
％
、
ロ
ー
ソ
ン
は
三
〇
％
、
イ
オ
ン
は
一
〇
％

（
二
〇
二
〇
年
に
半
数
が
目
標
）
を
外
国
人
に
す
る
と
し
た
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
二
〇
一
一
年
～
一
三
年
あ
た
り
を
メ
ド
と
し
た
政
策
だ
っ

た
が
、
こ
れ
ら
の
企
業
で
は
採
用
者
数
が
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
影

響
も
大
き
い
。

　

こ
う
し
て
外
国
人
の
採
用
が
進
ん
で
く
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
終

盤
に
は
、
採
用
対
象
は
日
本
で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
に
限
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
二
〇
〇
八
年
、
韓
国
の
主
要
大

学
で
会
社
説
明
会
を
開
き
、
韓
国
人
だ
け
で
八
人
、
全
体
で
は
前
年
の

倍
以
上
、
一
五
人
の
外
国
人
に
内
定
を
出
し
た
。
韓
国
で
は
五
〇
〇
人

を
超
え
る
応
募
者
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
二
〇
一
〇
年
に
な
る
と
同
社

は
ロ
ン
ド
ン
で
も
会
社
説
明
会
を
開
催
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
出
身
の

学
生
に
内
定
を
出
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
、
三
菱
電
機
も
ボ
ス
ト
ン

や
ロ
ン
ド
ン
に
採
用
担
当
者
を
派
遣
し
て
会
社
説
明
会
を
開
き
、
一
〇

数
人
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
同
社
に
は
約
一
〇
〇
人
の
外
国
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人
が
い
た
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
増
や
す
計
画
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
外
国
人
の
採
用
は
、
文
字
ど
お
り
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い

く
。
ソ
ニ
ー
や
三
菱
重
工
、
東
芝
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、

武
田
薬
品
、
第
一
三
共
、
日
清
紡
、
ヤ
マ
ト
運
輸
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
、

良
品
計
画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
多
く
の
企
業
が
、
北
京
や
ソ
ウ

ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ボ
ス
ト
ン
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
や
欧

州
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
説
明
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
海
外
で
採
用
活
動
を

お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
労
働
政
策
研
究
・
研

修
機
構
の
調
査
で
も
確
認
で
き
る（

（（
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
海
外
諸
国
の
大
学

や
大
学
院
で
学
ぶ
学
生
を
採
用
す
る
意
向
が
あ
る
か
聞
か
れ
、
あ
る
と

回
答
し
た
企
業
は
全
体
で
七
・
八
％
、
従
業
員
一
，
〇
〇
〇
人
以
上
の

大
企
業
で
は
二
九
・
一
％
に
達
し
て
い
た
。

二
〇
一
〇
年
以
降
の
状
況
変
化

　

先
に
、
と
く
に
二
〇
一
〇
年
あ
た
り
か
ら
、
官
民
あ
げ
て
の
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
へ
の
傾
斜
的
動
き
が
あ
り
、
そ
れ
は
二
〇
〇
〇
年
代
半

ば
以
前
の
人
材
の
国
際
化
の
動
き
と
は
性
格
を
異
に
す
る
、
新
た
な
画

期
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
示
唆
し
た
。
そ
れ
は
上
述
の
よ
う
な
社
員
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
か
う
企
業
の
動
き
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

以
外
に
も
、
ひ
と
つ
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
関
す
る
調
査
結
果
に
、

も
う
一
つ
は
二
〇
一
〇
年
前
後
か
ら
の
政
府
や
経
営
者
団
体
等
の
政
策

文
書
や
研
究
会
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
種
調
査
の
結
果
に
よ
る
と

　

前
者
の
調
査
に
つ
い
て
い
え
ば
、
例
え
ば
、
デ
ィ
ス
コ
社
の
調
査
に

そ
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
よ
る
と
、
二
〇
一
三
年
度

の
外
国
人
留
学
生
採
用
に
関
す
る
企
業
調
査
で
は
、
採
用
し
た
と
す

る
企
業
（
予
定
を
含
む
）
は
三
五
・
二
％
で
あ
っ
た
が
、
従
業
員
一
，

〇
〇
〇
人
以
上
の
大
企
業
に
な
る
と
こ
れ
が
五
四
・
〇
％
と
高
率
に
な

る
。
全
体
の
三
割
以
上
、
大
企
業
の
過
半
数
が
外
国
人
留
学
生
を
採
用

し
た
か
採
用
予
定
で
あ
る
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
翌
一
四

年
度
の
採
用
見
込
み
は
全
体
で
四
八
・
四
％
、
大
企
業
で
は
六
九
％
に

達
し
て
い
た
。
し
か
も
こ
の
三
～
四
年
で
採
用
実
績
が
大
幅
に
伸
び
て

い
る
（
図
表
⓫
）。

　

配
属
を
み
る
と
日
本
で
の
勤
務
が
八
〇
％
と
多
く
、
日
本
勤
務
だ
が

将
来
は
海
外
勤
務
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
の
は
二
一
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
。
こ
れ
は
企
業
の
採
用
目
的
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人

採
用
の
理
由
と
し
て
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
と
し
て
い
た
企
業

は
七
～
八
割
前
後
（
理
系
は
高
く
、
文
系
は
相
対
的
に
低
い
）
と
圧
倒

的
に
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
（
図
表
⓫
の
二
〇
一
三
年
調
査
の

結
果
か
ら
）。
こ
れ
は
勤
務
が
日
本
国
内
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
採

用
は
国
籍
に
関
係
な
く
、
優
秀
な
人
材
が
ほ
し
い
と
い
う
企
業
の
姿
勢
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の
表
れ
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う（

（（
（

。

　

こ
う
し
た
外
国
人
採
用
の
拡
大
動
向
は
、
日
経
新
聞
が
定
期
的
に

行
っ
て
い
る
「
社
長
一
〇
〇
人
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
二
〇
一
一
年
の
調
査

結
果
に
も
鮮
明
に
現
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
日
本
企
業
の
海
外
展
開
の

姿
勢
が
明
確
に
現
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
た
人
材
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の

急
速
な
シ
フ
ト
が
見
て
と
れ
る（

（（
（

。
ま
ず
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ

い
て
、
海
外
で
の
生
産
比
率
を
「
拡
大
す
る
」
と
回
答
し
た
企
業
は

三
三
・
一
％
、
そ
の
う
ち
拡
大
比
率
を
五
〇
％
以
上
に
す
る
と
し
た
企

業
は
二
八
％
、
拡
大
比
率
三
〇
％
以
上
で
は
過
半
数
に
達
し
た
。
部
品

や
原
材
料
の
海
外
調
達
比
率
に
つ
い
て
も
、
四
五
％
は
「
拡
大
す
る
」

と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
に
、
日
本
企
業
の
人
材
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
政
策
に
つ
い
て
も
大
き
な
変
化
が
見
て
と
れ
る
。
か
つ

て
外
国
人
採
用
の
初
期
に
は
採
用
し
て
も
、
嘱
託
や
任
期
付
き
な
ど
期

間
限
定
社
員
や
契
約
社
員
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
バ
ブ
ル
景
気
に

向
か
う
過
程
で
進
行
し
た
国
際
化
の
な
か
で
正
社
員
化
が
進
ん
だ
が
、

こ
の
日
経
調
査
で
は
そ
れ
以
上
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
図
表
⓬
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
外
国
人
の
日
本
本
社
採
用
や
外
国
人
の
管
理
職
・
幹

部
社
員
へ
の
起
用
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

（
本
稿
の
議
論
と
は
異
な
り
、
日
本
の
大
学
を
卒
業
し
た
日
本
人
も
含

ま
れ
る
）
を
拡
充
す
る
か
と
い
う
質
問
に
は
、
八
五
％
の
企
業
が
「
拡

11.7 13.1

35.2

21.7
24.5

48.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

2010 2011 2013

図表１１外国人留学生の採用実績

採用した（予定を含む） 翌年度の採用見込み

資料出所：ディスコ「『外国人留学生の採用に関する

企業調査』アンケート結果」2010年8月, 2011年8月、

および「『外国人社員の採用に関する企業調査』アン

ケート結果」2013年9月。

資料出所：「社長100人アンケート　集計結果」

日経産業新聞2011年10月10日の数値をもとに作成。

85%

9%

0%
3% 3%

図表12 外国人の起用や日本人の海外駐在など「グローバ

ル人材」は今後拡充するか（母数139人）

拡充する方針

現状程度を維持する

減らす方針

わからない

無回答
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充
す
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
具
体
的
な
拡
充
策
は
何
か
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、「
本

社
の
社
員
へ
の
外
国
人
採
用
の
拡
大
」（
四
六
％
）、「
海
外
現
地
法
人

の
役
員
・
管
理
職
へ
の
外
国
人
起
用
」（
四
五
％
）、「
本
社
の
役
員
・

管
理
職
へ
の
外
国
人
起
用
」（
一
四
％
）
な
ど
、
多
く
の
企
業
で
外
国

人
の
本
格
採
用
や
管
理
職
・
幹
部
へ
の
起
用
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る（
図

表
⓭
）。
こ
れ
に
「
日
本
人
社
員
の
海
外
駐
在
拡
大
」（
四
六
％
）
が
加

わ
る
。
先
に
み
た
日
立
製
作
所
な
ど
、
人
材
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
積
極

的
な
企
業
が
一
部
の
例
外
的
な
ケ
ー
ス
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
少

な
く
と
も
政
策
レ
ベ
ル
で
み
る
限
り
、
日
本
人
、
外
国
人
を
問
わ
ず
、

海
外
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
適
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
大
企
業

に
お
け
る
大
卒
労
働
市
場
で
の
競
争
は
、
日
本
人
・
外
国
人
を
問
わ
ず

い
っ
そ
う
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

政
府
や
経
営
者
団
体
の
対
応

　

ま
ず
、
政
府
機
関
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以
降
、
政
府
機

関
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
め
ぐ
る
調
査
研
究
は

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
省
内
に
研
究
会
や
会
議

体
が
組
織
さ
れ
、
政
策
化
が
な
さ
れ
た
の
は
概
ね
二
〇
〇
九
年
～
一
〇

年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
末
、
経
済
産
業
省
は
政
府
、
産

業
界
、
大
学
人
か
ら
な
る
「
産
学
人
材
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ 

グ
ロ
ー

図表13 今後（３年間程度で）進めるグローバル人材拡充の具体策は何か

（母数119人、複数回答、％）

10.9

4.2

14.3

21.8
44.5

46.2

46.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

本社の社員への外国人採用の拡大 日本人社員の海外海外駐在拡大

海外現地法人の役員・管理職への外国人起用 海外現地法人の社員への外国人採用拡大

本社の役員・管理職への外国人起用 本社の役員・管理職の海外駐在拡大

その他

資料出所：図表12に同じ。

　　　　66 67　　　　（26）

Hosei University Repository



バ
ル
人
材
育
成
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
集
中
審
議
の
上
四
月
に
報
告

書
（「
産
学
官
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
」）
を
ま
と
め
た
。
さ
ら

に
一
一
年
三
月
に
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
の
さ
ら
な
る
活
用
を
目

的
に
、
い
か
に
外
国
人
留
学
生
の
就
職
を
促
す
か
に
関
し
て
、「
教
育

機
関
の
た
め
の
外
国
人
留
学
生
就
職
支
援
ガ
イ
ド
」
を
公
表
し
た
。

　

他
方
、
二
〇
一
一
年
五
月
に
は
内
閣
官
房
長
官
を
議
長
と
し
、
関
係

す
る
五
大
臣
（
外
務
、
文
科
、
厚
労
、
経
産
、
国
家
戦
略
担
当
）
を
メ

ン
バ
ー
と
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
会
議
」
が
組
織
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
活
用
、
な
か
で
も
日
本
の
若
者

の
海
外
留
学
の
推
進
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
議
に

は
有
志
懇
談
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
産
業
界
、
大
学
か
ら
の
参
加
者
の

他
、
明
石
康
元
国
連
事
務
局
長
ら
国
際
経
験
豊
か
な
有
識
者
も
入
っ
て

い
た
。
そ
し
て
一
年
後
の
二
〇
一
二
年
六
月
、
審
議
の
ま
と
め
と
し
て

報
告
書
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
戦
略
」
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
会

議
は
、
前
年
九
月
の
新
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
の
閣
議
決
定
に
基
づ

い
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

文
部
科
学
省
も
産
学
連
携
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
会
議

を
組
織
し
、
二
〇
一
一
年
一
月
～
三
月
に
集
中
審
議
を
お
こ
な
い
、
四

月
に
最
終
報
告
「
産
学
官
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
の
た
め
の

戦
略
」
を
ま
と
め
た
。
ま
た
、
同
年
、
経
産
省
と
文
科
省
が
事
務
局
と

な
っ
て
、
財
界
代
表
と
旧
帝
大
お
よ
び
早
慶
を
中
心
と
し
た
大
学
の
総

長
、
学
長
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
産
学
協
同
人
材
育
成
円
卓
会
議
」
を

組
織
し
、
七
月
二
七
日
に
第
一
回
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
二
年
に
な
る
と
厚
生
労
働
省
は
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
、
高

度
外
国
人
材
の
有
効
活
用
を
目
的
に
「
高
度
外
国
人
材
の
日
本
企
業
就

職
支
援
事
例
集
」
を
発
表
し
た
。
こ
う
し
た
外
国
人
の
活
用
に
関
連
し

て
、
内
閣
官
房
は
「
外
国
人
と
の
共
生
社
会
実
現
検
討
会
議
」
を
組
織

し
、二
〇
一
二
年
五
月
～
七
月
に
集
中
審
議
を
お
こ
な
い
、八
月
に
「
外

国
人
と
の
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
（
中
間
的
整
理
）」
を
ま
と
め

て
い
る
。
二
〇
一
三
年
に
な
る
と
文
科
省
は
、
若
者
の
内
向
き
志
向
が

指
摘
さ
れ
る
な
か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
高
校
生
の

留
学
促
進
策
を
ま
と
め
た
（「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
向
け
た
高
校

生
の
留
学
促
進
等
」）。
経
産
省
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
と
共
同
で
よ
り
具
体
的

な
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
制
度
化
を
試
み
、「
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
派
遣
事
業 

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
生

成
果
事
例
報
告
集
」
を
ま
と
め
、
関
係
諸
機
関
に
対
し
参
考
に
供
し
て

い
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
企
業
や
経
済
団
体
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に

直
接
利
害
を
も
つ
。
二
〇
一
一
年
、
日
本
経
団
連
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
に
向
け
た
提
言
」
を
行
い
、
二
〇
一
二
年
に
は
経
済
同
友
会

も
「
日
本
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
に
お
け
る
組
織
・
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト 

報
告
書
」
を
発
表
し
、会
員
企
業
へ
の
情
報
提
供
や
指
導
を
行
っ
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て
い
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
背
景
に
は
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化
が
あ
る
。
ま

ず
、
第
一
に
、
人
口
の
少
子
高
齢
化
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
国
内
市
場

の
縮
小
が
あ
る
。
第
二
に
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
内
需
拡
大
の
限

界
を
意
味
す
る
。
そ
の
結
果
、
第
三
に
、
新
た
な
市
場
を
求
め
る
企
業

の
海
外
進
出
が
課
題
と
な
る
。
と
く
に
中
国
や
イ
ン
ド
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
な
ど
、
急
速
な
経
済
発
展
を
続
け
る
ア
ジ
ア
市
場
の
い
っ
そ
う
の

拡
大
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
多
く
の
経
済
先
進
諸
国
に
と
っ
て
進
出
の

好
機
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
実
際
、
ア
ジ
ア
を
中

心
と
し
た
日
本
の
海
外
投
資
は
急
増
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
・
経
営
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
下
で
、
国
内
外
で
ビ

ジ
ネ
ス
活
動
が
で
き
る
人
材
の
不
足
が
あ
り
、
そ
の
育
成
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
人
の
英
語
力
は
、
世
界
的
に
も
水
準

が
低
い
と
さ
れ
る
現
実
が
あ
る
。
そ
こ
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
論
が
浮
上

し
、
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
求
め
、
あ
る
い
は
教
育
訓
練
に
よ
る

社
員
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
化
を
進
め
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
う
し
た
流

れ
を
後
方
か
ら
支
援
し
、
あ
る
い
は
先
導
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
上
述

の
よ
う
な
政
府
の
動
き
で
あ
り
政
策
で
あ
る
。
こ
の
数
年
、
政
府
は

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
、
英
語
教
育
の
見
直
し
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
求
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

二
〇
一
一
年
か
ら
は
小
学
校
高
学
年（
五
年
、六
年
）で
外
国
語
活
動（
語

学
教
育
）
が
必
修
化
さ
れ
、
現
在
は
そ
れ
を
低
学
年
ま
で
拡
大
し
よ
う

と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
中
学
校
で
も
英
語
に
よ
る
英
語
授
業

の
実
施
が
議
論
さ
れ
、
高
校
で
は
す
で
に
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
政
府
や
企
業
、
経
営
者
団
体
の
政
策
、
す
な
わ
ち
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
を
求
め
る
動
き
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
み
な
本
稿
の

考
察
対
象
で
あ
る
外
国
人
留
学
生
や
、
外
国
の
大
学
を
卒
業
し
た
若
者

の
採
用
に
関
係
し
て
い
る
。

終
わ
り
に

　

外
国
人
留
学
生
等
の
採
用
人
数
に
し
て
も
、
外
国
人
枠
に
し
て
も
、

あ
る
い
は
英
語
の
社
内
公
用
語
化
に
し
て
も
、
新
聞
は
最
も
注
目
さ
れ

る
事
例
を
紹
介
す
る
が
故
に
、
記
事
は
と
き
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に

な
る
。
社
会
の
動
き
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
伝
え
る
と
い
う
新
聞

の
使
命
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
は
必
然
的
な
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
紹
介
し
た
事
例
も
、
そ
う
し
た
時
代
を

先
取
り
し
た
企
業
の
一
行
動
に
す
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い

え
、
日
本
の
企
業
が
人
材
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
か
っ
て
急
速
に
動
き

つ
つ
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
新
聞
報
道
に
は

一
定
の
留
保
を
お
き
つ
つ
も
、
そ
れ
を
受
け
止
め
、
ま
と
め
た
の
が
本

稿
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
視
点
か
ら
、
外
国
人
留
学
生
等
の
採
用
に
関
す
る
新
聞
記
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事
を
整
理
し
て
き
た
が
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
お
よ
び
外
国
人
留
学
生
等
の
採
用
と
活
用
、
お
よ
び
そ
れ
に
関
す
る

企
業
の
政
策
を
公
約
数
的
に
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

社
員
の
国
際
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
ま
ず
日

本
人
社
員
の
育
成
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
海
外
派
遣
の
た
め
の
語
学
研
修

や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
な
ど
で
、
こ
れ
を
一
歩
進
め
た
も
の
が
海
外

支
店
等
へ
の
派
遣
研
修
で
、
基
本
的
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
実
務
研
修
で
あ

る
。
ま
た
、
よ
り
長
期
的
な
視
点
か
ら
こ
れ
を
さ
ら
に
進
め
た
の
が
、

海
外
の
大
学
等
へ
の
派
遣
留
学
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
Ｍ
Ｂ
Ａ

取
得
を
目
的
に
し
た
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
へ
の
派
遣
留

学
が
流
行
し
た
。
早
い
と
こ
ろ
で
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
お
こ
な
っ
て

い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、そ
の
枠
を
拡
大
す
る
等
の
施
策
が
な
さ
れ
た
。

た
だ
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
派
遣
留
学
の
効
果
に
つ
い
て
は
企
業
に
よ
っ
て
評
価
が

分
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
外
国
語
が
仕
事
で
使
え
る
よ
う
に
な
る
に
は
時

間
が
か
か
る
。
そ
こ
で
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
帰
国
子
女
や
海
外
の
大

学
を
卒
業
し
た
日
本
人
留
学
生
が
採
用
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
中
小
企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
地
方
の
企
業
な

ど
は
、
留
学
生
と
接
触
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
も
資
金
も
な
く
採
用
は
困
難
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社
や

人
材
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
が
、
最
初
は
日
本
国
内
で
、
や
が
て
は

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
就
職
関
連

イ
ベ
ン
ト
を
開
く
な
ど
、
両
者
の
橋
渡
し
を
す
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
企
業
と
日
本
人
留
学

生
と
の
垣
根
は
格
段
に
低
く
な
っ
た（

（（
（

。

　

こ
の
過
程
で
、
一
部
の
企
業
で
は
、
帰
国
子
女
や
日
本
人
留
学
生
に

対
し
て
、
日
本
の
企
業
組
織
に
な
じ
め
な
い
等
の
否
定
的
な
評
価
が
な

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
末
期
か
ら
九
〇
年

代
に
か
け
て
企
業
も
経
験
を
積
み
、
こ
う
し
た
企
業
文
化
や
企
業
組
織

へ
の
適
応
を
め
ぐ
る
問
題
の
扱
い
に
慣
れ
て
く
る
と
、
外
国
人
の
採
用

を
お
こ
な
う
企
業
も
増
え
て
き
た
。
か
つ
て
帰
国
子
女
や
日
本
人
留
学

生
の
採
用
を
試
行
し
て
い
た
あ
た
り
ま
で
は
、
職
種
は
翻
訳
や
通
訳
、

外
国
と
の
連
絡
な
ど
で
、
し
か
も
雇
用
形
態
は
嘱
託
や
契
約
社
員
で
あ

る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
広
く
外
国
人
を
採
用
す
る
段
階
に
な

る
と
、
Ｉ
Ｔ
や
電
機
関
連
の
技
術
者
な
ど
で
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、専
門
的
な
知
識
や
仕
事
能
力
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

語
学
は
で
き
て
当
然
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
海
外
に
工
場
や
研
究
所
を
も
つ

電
機
な
ど
の
製
造
業
や
、
海
外
に
も
店
舗
を
展
開
す
る
デ
パ
ー
ト
や

ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
流
通
・
小
売
り
で
は
、
将
来
の
現
地
法

人
の
幹
部
候
補
と
し
て
外
国
人
を
採
用
・
教
育
す
る
よ
う
に
な
る
。
採

用
で
外
国
人
枠
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
は
こ
れ
ら
の
業
界
に
多
い
よ
う
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で
あ
る
。
他
方
、
銀
行
な
ど
の
金
融
や
商
社
な
ど
、
も
と
も
と
早
く
か

ら
国
際
化
の
波
を
体
験
し
て
き
た
大
手
企
業
で
は
、
採
用
後
も
日
本
人

と
同
じ
仕
事
を
し
、
処
遇
も
同
じ
に
す
る
と
い
う
形
で
人
材
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
進
め
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
場
合
、
日
本
人
と
外
国

人
は
ま
っ
た
く
同
じ
土
俵
で
競
争
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
見
た
よ

う
に
、
外
国
人
を
採
用
し
て
も
配
属
先
は
多
く
の
場
合
日
本
国
内
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
日
本
人
も
外
国
人
も
同
じ
仕
事
を
し
、
同
じ
環
境

で
競
争
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
国
内
外
で
人
事

フ
ァ
イ
ル
を
統
一
し
、
採
用
や
登
用
を
一
括
し
て
お
こ
な
う
よ
う
に
な

る
。
か
つ
て
は
一
部
で
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
支
社
長
も
含
む
現
地
法

人
の
幹
部
へ
の
外
国
人
の
登
用
、
さ
ら
に
は
そ
の
な
か
か
ら
日
本
本
社

の
幹
部
に
登
用
と
い
う
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

Em
ploym

ent of overseas students in Japan by Japanese 
com

panies
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（
1
）
「
日
本
人
留
学
生
の
日
本
企
業
へ
の
就
職
事
情
、
そ
の
歴
史

的
経
過
と
現
在
」
労
働
法
律
旬
報
一
七
六
三
号
（
二
〇
一
二

年
三
月
上
旬
号
）
、
お
よ
び
「
日
本
企
業
に
よ
る
海
外
帰
国

子
女
の
採
用
と
時
代
的
変
遷　

日
本
企
業
国
際
化
の
一
断
面

と
し
て
の
帰
国
子
女
の
就
職
」
人
間
環
境
論
集
第
一
二
巻
二

号
、
二
〇
一
二
年
三
月
。

（
２
）
準
備
教
育
課
程
と
は
、
中
等
教
育
課
程
の
終
了
ま
で
に
一
二

年
を
要
し
な
い
国
の
学
生
が
、
日
本
の
大
学
入
学
資
格
を
得

ら
れ
る
よ
う
、
日
本
政
府
が
指
定
し
た
教
育
機
関
の
課
程
の

こ
と
を
い
う
。

（
３
）
短
期
留
学
は
、
学
位
取
得
を
目
的
に
は
し
な
い
が
、
単
位
取

得
ま
た
は
研
究
指
導
を
受
け
る
た
め
の
概
ね
一
学
年
以
内
の

留
学
を
指
す
。

（
４
）
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
各
年
度
ご
と
に
就
労
目
的
の
在

留
許
可
が
下
り
た
人
の
数
で
あ
り
、
外
国
人
労
働
者
の
数
は

も
っ
と
多
い
。
厚
労
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
外
国
人
労
働
者

の
数
は
二
〇
一
二
年
一
〇
月
末
現
在
で
六
八
二
，
四
五
〇
人

で
あ
っ
た
（
「
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
状
況
ま
と
め
」
二

〇
一
三
年
一
月
二
九
日
）
。

（
５
）
日
本
学
生
支
援
機
構
「
外
国
人
留
学
生
進
路
状
況
・
学
位
授

与
状
況
調
査
結
果
」
（
各
年
版
）
。

（
６
）
日
本
学
生
支
援
機
構
「
私
費
外
国
人
留
学
生
生
活
実
態
調

査 

概
要
」
（
各
年
版
）
。
こ
れ
は
他
の
調
査
で
も
確
認
で

き
る
。
財
団
法
人
ロ
ー
タ
リ
ー
米
山
記
念
奨
学
会
「
米
山
奨

学
生
・
学
友
の
就
職
に
関
す
る
調
査　

報
告
書
」
二
〇
〇
七

年
五
月
。
同
会
の
現
役
奨
学
生
（
有
効
票
四
〇
一
人
、
学
部

生
、
大
学
院
生
を
含
む
）
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
に
よ
る
と
、
「
卒
業
後
す
ぐ
に
日
本
で
就
職
し
た
い
」

（
四
六
・
四
％
）
「
上
級
課
程
に
進
学
後
日
本
で
就
職
し
た

い
」
（
一
六
・
七
％
）
と
す
る
者
を
合
わ
せ
る
と
三
分
の
二

近
く
に
な
る
。

（
７
）
こ
の
調
査
に
は
留
学
生
は
含
ま
れ
ず
、
留
学
生
が
日
本
に
い

た
ま
ま
日
本
国
内
で
就
職
し
、
在
留
の
延
長
を
認
め
ら
れ
る

の
と
は
異
な
り
、
日
本
で
働
く
た
め
に
外
国
か
ら
申
請
し
た

者
を
指
す
。

（
８
）
図
表
４
の
法
務
省
統
計
に
同
じ
。
こ
の
統
計
資
料
は
法
務
省

入
国
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
平
成
一
三
年
ま
で
遡
る
こ

と
が
で
き
、
平
成
一
三
年
版
に
は
平
成
四
年
ま
で
の
統
計
数

値
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
同
管
理
局
に
よ
る
と
そ
れ
以
前

の
統
計
は
残
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
９
）
企
業
規
模
ご
と
の
就
職
者
割
合
は
年
度
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
こ
の
調
査
の
二
〇
一
〇
年
～
一
二
年
の
三
年
を
比
較
す

る
限
り
、
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。

（
10
）
デ
ィ
ス
コ
、
図
表
９
の
調
査
の
二
〇
一
三
年
六
月
発
行
版
。

（
11
）
本
稿
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
「
人
材
の
国
際
化
」
や
「
人
材

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
等
の
表
現
が

使
わ
れ
て
い
る
。
意
図
し
て
い
る
意
味
は
大
き
く
異
な
る
こ

と
は
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
フ
レ
ー
ズ
は
使
わ
れ
る
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時
代
的
な
背
景
が
異
な
る
よ
う
だ
。
日
経
新
聞
を
み
る
と
、

人
材
の
国
際
化
は
一
九
八
〇
年
代
初
頭
か
ら
使
わ
れ
、
と
く

に
バ
ブ
ル
に
向
か
う
過
程
で
多
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇

〇
〇
年
代
に
な
る
と
使
用
頻
度
は
低
く
な
る
。
一
方
、
人
材

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
一
九
九
〇
年
に
も
使
わ
れ
て
い
た
が
、

い
ま
だ
珍
し
く
、
頻
度
が
増
す
の
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
、
と
く
に
二
〇
一
〇
年
以
降
に
集
中
し
て

い
る
。
い
ま
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
方
が
よ
り
一
般
的
で
、

こ
れ
も
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん

ど
は
二
〇
一
〇
年
以
降
に
集
中
し
、
し
か
も
そ
の
頻
度
が
人

材
の
国
際
化
（
約
一
〇
〇
件
）
や
人
材
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

（
約
六
〇
件
）
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
い
（
一
，
〇

〇
〇
件
弱
）
。
他
の
一
般
紙
で
こ
れ
ら
の
表
現
が
使
わ
れ
だ

し
た
の
は
日
経
よ
り
も
か
な
り
遅
く
、
か
つ
記
事
数
が
少
な

い
。

（
12
）
少
な
く
て
も
外
国
人
留
学
生
に
関
し
て
、
こ
う
し
た
見
方
は

必
ず
し
も
統
計
で
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
13
）
外
国
人
留
学
生
を
初
め
て
採
用
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
調
査

が
あ
る
（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
『
日
本
企
業
に
お
け

る
留
学
生
の
就
労
に
関
す
る
調
査
』
二
〇
〇
九
年
六
月
、
八

ペ
ー
ジ
。
な
お
、
同
調
査
の
サ
ン
プ
ル
数
は
従
業
員
数
三
〇

〇
人
以
上
の
三
，
〇
一
八
社
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
全
体
で
は

一
九
八
九
年
以
前
が
七
・
八
％
、
一
九
九
〇
年
～
九
九
年
が

二
七
・
二
％
、
二
〇
〇
〇
年
～
〇
五
年
が
三
一
・
六
％
、
二

〇
〇
六
年
以
降
が
二
一
・
八
％
、
わ
か
ら
な
い
が
九
・
四
％

と
な
っ
て
い
る
。
業
種
別
に
み
る
と
、
比
較
的
早
か
っ
た
の

は
運
輸
や
製
造
、
情
報
通
信
で
、
規
模
別
で
は
従
業
員
一
，

〇
〇
〇
人
以
上
の
大
企
業
、
な
か
で
も
従
業
員
五
，
〇
〇
〇

人
以
上
の
大
企
業
で
は
三
割
近
く
が
一
九
八
九
年
以
前
に
外

国
人
留
学
生
を
採
用
し
て
い
た
。

（
14
）
「
労
働
省
、
外
人
採
用
で
ガ
ー
ド
崩
さ
ず　

西
武
の
申
請
、

半
分
に
」
日
経
新
聞
一
九
八
一
年
一
一
月
二
〇
日
。

（
15
）
筆
者
は
先
に
発
表
し
た
帰
国
子
女
と
日
本
人
留
学
生
の
雇
用

に
関
す
る
文
章
で
も
同
様
の
表
を
作
成
し
た
が
、
企
業
名
で

み
る
と
一
部
を
除
い
て
同
一
企
業
は
多
く
み
ら
れ
な
い
。
た

だ
、
銀
行
や
商
社
、
電
機
な
ど
の
業
界
が
多
い
の
は
共
通
し

て
い
る
。

（
16
）
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
に
よ
る
前
掲
調
査
は
、
外
国
人

留
学
生
を
採
用
し
て
五
年
以
上
経
過
し
た
企
業
に
対
し
、
企

業
定
着
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
採
用
後
五
年
以
上
経
過
し

て
七
割
以
上
が
定
着
し
て
い
る
と
い
う
企
業
は
四
九
％
、
四

～
六
割
と
い
う
企
業
が
二
二
％
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
企
業

規
模
が
大
き
く
な
る
に
従
っ
て
定
着
率
が
良
く
な
る
傾
向
が

あ
り
、
七
割
以
上
が
定
着
と
い
う
企
業
は
、
従
業
員
五
，
〇

〇
〇
人
以
上
の
大
企
業
で
は
五
一
％
、
一
万
人
以
上
で
は
五

八
％
に
な
る
。
ま
た
、
別
の
調
査
で
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
期

間
日
本
で
働
き
た
い
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
一
〇
年
未
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満
と
回
答
し
て
い
る
留
学
生
が
六
割
前
後
、
一
〇
年
以
上
が

二
割
前
後
い
た
（
先
の
米
山
記
念
奨
学
会
調
査
、
お
よ
び
雇

用
・
能
力
開
発
機
構
・
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
「
ア
ジ
ア

各
国
か
ら
の
留
学
生
の
雇
い
入
れ
に
関
す
る
実
態
調
査
報
告

書
」
二
〇
〇
七
年
三
月
）
。

（
17
）
経
済
産
業
省
の
「
教
育
機
関
の
た
め
の
外
国
人
留
学
生
就
職

支
援
ガ
イ
ド
」
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
は
、
こ
う
し
た
理
解

と
は
正
反
対
に
、
外
国
人
留
学
生
の
就
職
活
動
に
お
け
る
特

徴
の
ひ
と
つ
を
「
日
本
人
学
生
以
上
に
大
企
業
・
有
名
企
業

志
向
が
強
い
」
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
デ
ィ

ス
コ
社
の
調
査
（
「
第
一
回
調
査　

外
国
人
留
学
生
の
就
職

活
動
状
況
」
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）
で
、
そ
こ
で
は
会
社
を

選
ぶ
際
に
重
視
す
る
点
と
し
て
「
将
来
性
が
あ
る
」
「
有
名

企
業
で
あ
る
」
「
大
企
業
で
あ
る
」
を
選
ん
だ
留
学
生
の
割

合
は
日
本
人
学
生
の
一
・
五
倍
か
ら
二
倍
近
く
あ
り
、
逆
に

「
仕
事
内
容
が
魅
力
的
」
を
選
ん
だ
留
学
生
は
日
本
人
学
生

の
六
割
強
に
す
ぎ
な
い
。
た
し
か
に
、
や
が
て
母
国
に
帰
っ

て
再
就
職
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
自
国
で
も
名
前
が
知

ら
れ
た
有
名
企
業
で
あ
れ
ば
再
就
職
が
有
利
に
な
る
、
そ
う

考
え
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
18
）
「
厳
し
い
採
用
戦
線
中
堅
・
中
小
企
業
調
査
」
日
経
新
聞
一

九
九
一
年
八
月
九
日
。
調
査
対
象
八
五
〇
一
社
の
う
ち
回
答

企
業
は
一
二
三
社
。

（
19
）
一
九
九
五
年
、
東
京
都
が
管
理
職
昇
進
試
験
で
在
日
韓
国
人

の
受
験
を
認
め
な
か
っ
た
の
は
国
籍
に
よ
る
差
別
だ
と
し

て
、
こ
の
在
日
韓
国
人
が
東
京
都
を
相
手
に
訴
訟
を
提
起
し

た
。
翌
年
東
京
地
裁
で
の
一
審
判
決
は
原
告
の
請
求
を
棄
却

し
た
が
、
九
七
年
の
東
京
高
裁
で
の
控
訴
審
判
決
は
、
国
籍

に
よ
る
制
約
は
違
憲
、
違
法
だ
と
し
て
、
東
京
都
に
四
〇
万

円
の
賠
償
支
払
い
を
命
じ
た
。
最
高
裁
に
上
告
さ
れ
、
二
〇

〇
五
年
の
大
法
廷
判
決
は
、
地
方
公
務
員
に
採
用
し
た
外
国

人
へ
の
差
別
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
は

「
一
定
の
制
約
」
が
あ
る
と
し
つ
つ
、
一
定
の
制
約
の
範
囲

に
つ
い
て
は
自
治
体
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
と
し
て
、
実
質

的
に
上
述
の
「
当
然
の
法
理
」
を
追
認
し
、
自
治
体
が
制
約

を
設
け
る
こ
と
を
容
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
20
）
「
国
籍
条
項
撤
廃
、
市
町
村
が
先
行　

国
の〟

指
導
〟
で
断

念
の
例
も
」
日
経
新
聞
一
九
九
六
年
三
月
二
五
日
。
当
時
の

自
治
省
は
、
そ
れ
ま
で
も
折
に
触
れ
自
治
体
に
「
圧
力
」
を

か
け
た
が
、
一
九
九
六
年
末
、
「
一
定
の
制
約
を
本
人
が
同

意
の
上
で
採
用
す
る
」
と
の
見
解
を
打
ち
出
し
、
一
定
の
制

約
の
内
容
に
つ
い
て
は
自
治
体
が
判
断
す
べ
き
こ
と
だ
と
し

て
、
判
断
を
自
治
体
に
委
ね
る
姿
勢
に
方
針
を
転
換
し
た
。

そ
の
後
、
神
奈
川
県
や
横
浜
市
な
ど
、
原
則
的
に
国
籍
条
項

は
適
用
し
な
い
、
昇
進
も
部
長
級
ま
で
は
問
題
な
い
と
す
る

自
治
体
が
出
て
き
た
。

（
21
）
「
国
籍
条
項
見
直
し
悩
む
自
治
体　

外
国
人
の
昇
進
ど
こ
ま

で
？
」
日
経
新
聞
一
九
九
七
年
一
月
一
三
日
。
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（
22
）
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
「
日
本
の
国
・
地
域
別
対
外
投
資
」
（
各
年

版
）
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
五
年
以
降
日
本
の
対
外
投
資
、
と

く
に
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
投
資
は
急
増
し
て
い
っ
た
。

（
23
）
実
際
、
全
員
が
グ
ロ
ー
バ
ル
採
用
と
い
う
考
え
方
も
出
て
く

る
。
全
日
空
は
二
〇
一
〇
年
ま
で
グ
ロ
ー
バ
ル
要
員
制
度
が

あ
っ
た
が
、
一
一
年
か
ら
廃
止
し
た
。
総
合
職
採
用
全
員
に

海
外
勤
務
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
基
本
に
採
用
を
進
め
、

全
社
員
が
グ
ロ
ー
バ
ル
要
員
だ
と
の
方
針
か
ら
で
あ
る
。

（
24
）
日
立
製
作
所
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
政
策
に
つ
い
て
は
菅
原
明
彦

「
日
立
製
作
所
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
」
（
『
グ
ロ
ー
バ

ル
経
営
』
二
〇
一
一
年
三
月
号
所
収
）
で
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

（
25
）
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の
調
査
に
よ
る
と
、
外
国
人
枠

を
設
け
て
い
る
企
業
は
一
七
％
で
、
企
業
規
模
に
よ
る
違
い

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

『
外
国
人
留
学
生
の
採
用
に
関
す
る
調
査
』
二
〇
〇
八
年
三

月
（
有
効
回
答
三
，
二
四
四
社
）
。

（
26
）
同
社
は
二
〇
一
一
年
に
六
〇
〇
人
、
一
二
年
は
一
，
〇
〇
〇

人
、
一
三
年
は
一
，
五
〇
〇
人
の
採
用
を
予
定
し
、
そ
の
う

ち
国
内
採
用
は
約
三
〇
〇
人
を
維
持
し
、
あ
と
は
海
外
の
現

地
採
用
だ
と
い
う
。
ま
た
、
日
本
人
の
ユ
ニ
ク
ロ
店
長
や
本

部
管
理
職
の
約
九
〇
〇
人
全
員
を
五
年
以
内
に
海
外
派
遣
す

る
制
度
も
二
〇
一
一
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
海
外
の

現
地
採
用
は
別
に
し
て
も
、
二
〇
一
一
年
に
は
三
～
五
年
後

を
メ
ド
に
、
東
京
本
社
の
社
員
の
半
数
を
外
国
人
に
す
る
と

し
て
い
る
。

（
27
）
前
掲
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
、
二
〇
〇
八
年
調
査
。

（
28
）
同
様
の
調
査
結
果
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
の

「
ワ
ー
ク
ス
採
用
見
通
し
調
査
」
（
二
〇
一
一
年
一
二
月
、

有
効
回
答
数
四
，
六
七
三
社
）
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
調
査

は
同
社
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
年
の

調
査
で
初
め
て
、
外
国
人
留
学
生
の
採
用
を
調
査
項
目
に
加

え
た
。

（
29
）
「
海
外
生
産
「
拡
大
」
33
％　

社
長
１
０
０
人
＆
地
域
５
０

０
社
ア
ン
ケ
ー
ト
」
日
経
新
聞
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
〇

日
。
同
日
の
日
経
産
業
新
聞
で
は
こ
の
調
査
の
結
果
が
よ
り

詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）
人
材
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
等
の
出
現
や
そ

の
後
の
働
き
に
つ
い
て
は
、
上
掲
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い

（
「
日
本
人
留
学
生
の
日
本
企
業
へ
の
就
職
事
情
」
）
。
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